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１　　　　アイヌ政策の転換に向けて

 1997 年 に「 ア イ ヌ 文 化 振 興 法 」 が 成 立 し て か ら、20 年 の 月 日 が 経 ち ま し た。
2008 年には、国会決議を受けて政府もアイヌを先住民族として認める談話を発表
しましたが、その後すすめられてきたアイヌ政策も文化振興策に限定されており、
世界の先住民族の権利回復の動きからアイヌ民族は大きく取り残されてしまってい
ます。そうした中、現在のアイヌ政策のあり方に疑問をもつ研究者らの呼びかけか
ら、代替案の提言を目的とするアイヌ政策検討市民会議が発足しました。今回の特
集では、「遊」も参画、連携している市民会議の動きを中心に、市民、そしてアイ
ヌ民族自身の声を紹介します。

特 集

　

２
０
１
６
年
３
月
、
国
や
道
主
導
の
ア
イ
ヌ
政
策

に
批
判
的
な
国
内
外
の
研
究
者
、
教
育
者
、
ア
イ
ヌ

お
よ
び
日
本
人
活
動
家
な
ど
20
名
が
呼
び
か
け
人
と

な
っ
て
、
ア
イ
ヌ
政
策
検
討
市
民
会
議
が
設
立
さ
れ

た
。
第
一
回
の
集
会
は
、
共
同
発
起
人
の
吉
田
邦
彦

北
大
教
授
と
筆
者
の
２
名
の
議
事
進
行
の
下
、
北
海

道
大
学
の
教
室
で
す
べ
て
の
人
に
開
か
れ
た
形
で
開

催
さ
れ
、
お
よ
そ
以
下
の
問
題
意
識
が
共
有
さ
れ
た
。

（
１
）
現
行
の
ア
イ
ヌ
政
策
の
基
盤
は
、
日
本
人
有
識

者
を
中
心
と
す
る
ウ
タ
リ
対
策
に
関
す
る
有
識
者
懇

談
会
お
よ
び
ア
イ
ヌ
政
策
の
あ
り
方
に
関
す
る
有
識

者
懇
談
会
な
ど
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
る
。
当
事

者
の
ア
イ
ヌ
は
蚊
帳
の
外
で
あ
り
、
こ
れ
は
国
際
人

権
文
書
で
保
障
さ
れ
る
先
住
民
族
の
権
利
Ｆ
Ｐ
Ｉ
Ｃ

（
自
由
意
思
に
よ
る
事
前
の
十
分
な
情
報
に
よ
る
合

意
）
原
則
か
ら
著
し
く
逸
脱
す
る
。

（
２
）
現
行
の
ア
イ
ヌ
政
策
の
内
容
は
、「
先
住
民
族

の
権
利
に
関
す
る
国
連
宣
言
」
は
も
と
よ
り
、
法
的

拘
束
力
の
あ
る
国
際
人
権
規
約
な
ど
の
国
際
人
権
法

及
び
国
際
条
約
の
監
視
機
関
の
日
本
へ
の
勧
告
を
軽

視
し
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
国
際
法
の
誠
実

な
遵
守
を
謳
っ
た
日
本
国
憲
法
98
条
２
項
に
反
す
る
。

（
３
）
上
記
の
有
識
者
懇
談
会
は
日
本
に
よ
る
北
海
道

の
植
民
地
化
を
日
本
の
近
代
化
の
た
め
の
開
拓
と
正

当
化
し
、
北
海
道
旧
土
人
保
護
法
が
ア
イ
ヌ
の
人
々

の
窮
状
を
改
善
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
か
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
日
本
の
ア
イ
ヌ
に
対
す
る
歴

史
的
不
正
義
を
隠
ぺ
い
し
、
ア
イ
ヌ
政
策
を
先
住
民

族
政
策
か
ら
遠
ざ
け
て
い
る
。

（
４
）
上
記
の
二
つ
の
有
識
者
懇
談
会
は
合
計
15
名
が

国
か
ら
指
名
さ
れ
、
参
加
し
た
。
そ
の
う
ち
10
名
が

研
究
者
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
報

告
書
は
上
記
の
よ
う
に
国
際
人
権
法
、
日
本
国
憲
法

や
植
民
地
化
の
歴
史
に
照
ら
し
て
多
く
の
問
題
が
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
の
学
問
の
あ
り
方
も
問
わ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

同
集
会
で
は
、
こ
う
し
た
問
題
意
識
を
踏
ま
え
て
、

次
の
設
立
目
的
が
吉
田
、
丸
山
よ
り
提
案
さ
れ
、
承

認
さ
れ
た
。

「
ア
イ
ヌ
政
策
か
ら
直
接
影
響
を
受
け
る
ア
イ
ヌ
は
も

と
よ
り
、
ア
イ
ヌ
政
策
に
懸
念
を
も
つ
国
内
外
の
研

究
者
、
教
育
者
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
芸
術
家
、
社

会
活
動
家
、
政
治
家
、
学
生
や
市
民
ら
が
集
ま
り
、

現
状
の
ア
イ
ヌ
政
策
に
つ
い
て
開
か
れ
た
場
で
批
判

的
に
検
討
す
る
。
そ
の
結
果
明
ら
か
に
な
っ
た
問
題

点
を
広
く
市
民
社
会
と
共
有
し
、
国
や
道
主
導
か
ら

当
事
者
ア
イ
ヌ
の
自
決
権
に
基
づ
く
も
の
へ
と
転
換

す
る
た
め
の
基
盤
、
す
な
わ
ち
代
替
策
を
つ
く
り
、

日
本
政
府
や
国
連
人
権
監
視
委
員
会
な
ど
国
内
外
の

関
係
諸
機
関
に
提
示
す
る
。」
な
お
、
第
１
回
集
会
の

出
席
者
は
約
50
名
。
そ
の
模
様
は
北
海
道
新
聞
と
Ｎ

Ｈ
Ｋ
に
よ
っ
て
報
じ
ら
れ
、
そ
の
後
の
集
会
も
北
海

道
新
聞
を
通
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。　

　

市
民
会
議
は
今
年
４
月
で
一
周
年
を
迎
え
た
が
、

そ
の
間
、
４
回
の
集
会
を
公
開
の
も
と
行
っ
て
き
た
。

政
策
決
定
に
は
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要

で
あ
る
と
の
市
民
会
議
の
考
え
が
実
践
さ
れ
て
い
る
。

第
２
回
以
降
は
研
究
者
、
ア
イ
ヌ
お
よ
び
日
本
人
の

活
動
家
ら
が
毎
回
、
数
人
ず
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
取
り
組

ん
で
い
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
話
題
提
供
を
し
、
参
加

者
の
ア
イ
ヌ
政
策
の
理
解
を
深
め
て
い
る
。

　

第
２
回
の
集
会
で
は
井
上
勝
生
・
北
海
道
大
学
名

誉
教
授
が
ア
イ
ヌ
政
策
の
あ
り
方
に
関
す
る
有
識
者

懇
談
会
の
報
告
書
の
歴
史
認
識
に
は
多
く
の
問
題
が

あ
る
こ
と
を
歴
史
資
料
に
基
づ
い
て
指
摘
し
た
。
ア

イ
ヌ
の
活
動
家
小
川
隆
吉
氏
と
清
水
裕
二
氏
か
ら
は
、

北
海
道
大
学
の
研
究
者
に
よ
っ
て
戦
前
ア
イ
ヌ
の
墓

か
ら
不
法
に
発
掘
さ
れ
、
研
究
材
料
に
使
わ
れ
て
き

た
先
祖
の
遺
骨
の
返
還
を
求
め
た
法
廷
闘
争
の
結
果
、

小
川
氏
の
故
郷
杵
臼
に
12
体
が
返
還
さ
れ
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。
第
３
回
の
集
会
で
は
、
ア
イ
ヌ
の
漁

師
畠
山
敏
氏
が
長
年
の
漁
活
動
を
通
し
て
再
三
に
わ

た
っ
て
水
産
庁
に
先
住
民
族
捕
鯨
の
要
請
を
行
っ
た

が
、
門
前
払
い
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
い
わ
ゆ
る
調
査
捕
鯨
に
つ
い
て
は
情
報
を
公

開
し
て
い
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
元
小
学
校

教
諭
若
月
美
緒
子
氏
は
教
科
書
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
の

近
現
代
史
の
記
述
が
植
民
者
の
立
場
か
ら
書
か
れ
て

お
り
、
そ
の
是
正
を
教
科
書
会
社
に
求
め
て
い
る
こ

と
を
述
べ
た
。
第
４
回
の
集
会
で
は
、
貝
澤
耕
一
氏

が
自
宅
の
裏
山
を
20
年
か
け
て
少
し
ず
つ
買
い
取
り
、

ア
イ
ヌ
文
化
の
今
後
の
存
続
の
た
め
の
植
林
活
動
を

し
て
い
る
こ
と
、
20
年
以
上
も
前
に
父
親
の
貝
澤
正

氏
が
三
井
物
産
社
長
あ
て
に
出
し
た
手
紙
の
返
事
を

今
、三
井
物
産
に
求
め
て
い
る
こ
と
、昨
年
Ｆ
Ｓ
Ｃ（
森

林
管
理
協
議
会
）
の
Ｐ
Ｉ
Ｐ
Ｃ
（
先
住
民
族
常
設
委

員
会
）
の
ア
ジ
ア
地
域
代
表
と
し
て
選
出
さ
れ
、
商

業
的
森
林
伐
採
が
先
住
民
族
の
権
利
を
損
な
わ
な
い

よ
う
、
監
視
す
る
一
員
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
報
告

さ
れ
た
。
そ
の
他
の
報
告
に
つ
い
て
は
紙
面
の
制
約

上
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
ア
イ
ヌ
政
策
検

討
市
民
会
議
の
ブ
ロ
グ
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。

　

今
後
市
民
会
議
は
集
会
を
毎
年
４
回
く
ら
い
の

ペ
ー
ス
で
行
い
な
が
ら
、
２
０
１
７
年
中
に
は
、
集

会
で
の
報
告
等
か
ら
得
ら
れ
た
ア
イ
ヌ
政
策
上
の
問

題
点
と
そ
れ
ら
に
対
す
る
勧
告
を
中
間
報
告
書
と
し

て
ま
と
め
、
２
０
１
８
年
に
は
ア
イ
ヌ
政
策
の
代
替

案
を
作
成
す
る
予
定
で
あ
る
。
な
お
、
２
０
１
７
年

１
月
、
市
民
会
議
の
も
と
に
事
務
局
を
担
う
運
営
委

員
会
が
つ
く
ら
れ
、
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
平

田
剛
士
氏
や
さ
っ
ぽ
ろ
自
由
学
校
「
遊
」
の
小
泉
雅

弘
氏
を
中
心
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
が
整
い
つ
つ
あ

る
。

ア
イ
ヌ
政
策
検
討
市
民
会
議
の
設
立
と
目
的
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ア
イ
ヌ
政
策
検
討
市
民
会
議 

世
話
人
。
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
・
ウ
プ
サ
ラ
大
学 

名
誉
博
士
・
客
員
教
授
。　

第 4 回アイヌ政策検討市民会議（2017.3.18. 北海道大学にて）
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ア
イ
ヌ
国
立
博
物
館
の
方
途
・
期
待
と
現
状
課
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
―
彼
我
の
相
違
と
そ
の
所
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田	

邦
彦

　

白
老
の
象
徴
空
間
構
想
に
お
い
て
は
、
一
番
物
議

を
醸
し
て
い
る
、
北
大
納
骨
堂
ほ
か
各
大
学
に
分
置

さ
れ
て
い
る
「
ア
イ
ヌ
盗
掘
人
骨
」
の
集
約
化
以
外

に
、「
国
立
ア
イ
ヌ
博
物
館
」
の
充
実
化
（
国
立
博

物
館
化
）
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の
理
念
に
関
す
る
議

論
は
低
調
だ
。
そ
の
管
轄
の
文
化
庁
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
見
て
も
、
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
法
を
受
け
た
「
ア

イ
ヌ
文
化
振
興
に
関
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
」

の
展
示
・
調
査
研
究
機
能
を
主
に
担
う
と
い
う
従
来

路
線
で
進
め
ら
れ
（「『
民
族
共
生
の
象
徴
と
な
る
空

間
』
に
お
け
る
博
物
館
の
基
本
構
想
」
２
０
１
３
年

８
月
・
４
頁
以
下
）、
国
立
博
物
館
化
に
よ
る
予
算

増
額
に
も
拘
わ
ら
ず
、
そ
れ
以
外
の
理
念
は
不
在
で

あ
る
（
こ
れ
で
は
、既
に
存
在
す
る
ア
イ
ヌ
民
具
館
、

ア
イ
ヌ
絵
や
ア
イ
ヌ
刺
繍
等
が
展
示
さ
れ
る
博
物
館

を
ま
た
増
や
す
こ
と
に
、
巨
額
が
投
ぜ
ら
れ
る
と
の

懸
念
が
生
ず
る
）。
ま
た
、
こ
う
し
た
検
討
委
員
会

に
ア
イ
ヌ
民
族
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
も
、
国
連

先
住
民
族
の
権
利
宣
言
（
２
０
０
７
年
）
の
根
幹
た

る
「
自
己
決
定
権
」
に
反
す
る
こ
と
著
し
い
。

　

何
故
、
諸
外
国
の
よ
う
に
（
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ

に
お
け
る
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
博
物
館
、
日
系
米
人
博
物

館
、
国
立
ア
メ
リ
カ
ン
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
博
物
館
、

国
立
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
博
物
館
な
ど
と
枚
挙

に
暇
な
い
）、
こ
れ
ま
で
の
ア
イ
ヌ
民
族
に
対
す
る

歴
史
的
不
正
義
を
展
示
し
、
人
権
蹂
躙
に
関
す
る
意

識
喚
起
の
《
人
権
博
物
館
》
に
な
ら
な
い
の
か
。
諸

外
国
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
嘆
息
が
出
る
。
２
０
１
５
年

秋
に
、
ハ
ワ
イ
原
住
民
の
補
償
問
題
の
第
一
人
者
の

Ｅ
・
ヤ
マ
モ
ト
教
授
（
ハ
ワ
イ
大
学
）
を
白
老
の
「
ア

イ
ヌ
民
族
博
物
館
」
を
案
内
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、

「
文
化
ば
か
り
で
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
悲
劇
を
窺
わ
せ

る
展
示
が
皆
無
だ
」「
あ
れ
で
は
ア
イ
ヌ
民
族
が
今

ど
の
よ
う
な
苦
境
に
あ
り
、
差
別
を
強
い
ら
れ
て
い

る
か
、
現
在
の
ア
イ
ヌ
の
生
き
様
が
全
く
わ
か
ら
な

い
」
と
苦
言
を
呈
せ
ら
れ
た
こ
と
が
、
今
も
記
憶
に

新
し
い
。

　

ど
う
し
て
こ
う
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
と
い
う

と
、『
歴
史
的
不
正
義
に
対
す
る
救
済
、
補
償
』『
そ

の
た
め
の
人
権
侵
害
、
民
族
の
権
利
侵
害
』
と
い

う
、
前
記
国
連
宣
言
を
は
じ
め
と
す
る
、
国
際
的
な

常
識
と
い
え
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
、
わ
が
国
の
現
在
の

ア
イ
ヌ
政
策
の
基
盤
で
あ
る
、
２
０
０
９
年
の
有
識

者
懇
談
会
報
告
書
が
採
っ
て
い
な
い
こ
と
と
関
係
す

る
（
拙
著
「
民
法
学
と
災
害
・
居
住
・
民
族
補
償
（
前

編
）
―
総
論
・
ア
イ
ヌ
民
族
補
償
・
臨
床
法
学
教
育
」

民
法
理
論
研
究
５
巻
・
２
０
１
５
年
・
１
５
５
頁
以

下
参
照
）。
そ
し
て
こ
れ
が
ひ
い
て
は
、
ア
イ
ヌ
民

族
に
関
す
る
「
歴
史
教
育
」
の
問
題
に
繋
が
り
、
最

近
の
事
件
と
し
て
、
例
え
ば
、
①
ア
イ
ヌ
副
読
本
問

題
（
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
・
研
究
推
進
機
構
の
方
か

ら
、
副
読
本
に
お
け
る
歴
史
的
不
正
義
を
ぼ
か
す
よ

う
な
「
修
整
」
要
請
が
あ
っ
た
が
、
反
対
に
よ
り
撤

回
さ
れ
た
・
２
０
１
２
年
）、
②
ア
イ
ヌ
の
歴
史
叙

述
に
関
す
る
教
科
書
検
定
問
題
（
ア
イ
ヌ
の
土
地
を

奪
っ
た
と
の
叙
述
を
ア
イ
ヌ
に
土
地
を
与
え
た
に
せ

よ
と
、教
科
書
検
定
で
命
ぜ
ら
れ
る
・
２
０
１
５
年
）、

③
ア
イ
ヌ
文
化
普
及
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
に
お
け
る
落
合

講
演
問
題
（
30
ヶ
所
近
く
で
、
歴
史
を
曲
げ
る
叙
述

を
す
る
「
歴
史
修
正
主
義
」
教
育
を
行
い
、
中
に
は

ア
イ
ヌ
埋
葬
文
化
は
あ
ほ
じ
ゃ
な
い
か
と
の
礼
節
に

か
け
る
言
辞
も
あ
る
・
２
０
１
６
年
）
な
ど
が
、
陸

続
と
続
い
て
い
る
こ
と
と
も
、
無
関
係
で
は
な
い
で

あ
ろ
う
。

吉
田
邦
彦
（
よ
し
だ 

く
に
ひ
こ
）

　

１
９
５
８
年
岐
阜
県
生
ま
れ
。
81
年
東
大
法
学
部
卒
。

87
年
北
海
道
大
学
法
学
部
助
教
授
、
96
年
か
ら
同
教
授
。

専
門
は
民
法
学
で
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
問
題
は
、
民
法
と

密
接
だ
と
主
張
す
る
。

特 集

歴
史
を
ね
じ
曲
げ
る
学
者
た
ち

	
	

	
	

	
	

若
月	

美
緒
子

　

昨
年
７
月
、
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
法
に
基
づ
く
「
ア

イ
ヌ
文
化
普
及
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
」
で
、
落
合
研
一
さ

ん
と
い
う
方
が
講
演
を
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
参

加
し
た
ア
イ
ヌ
民
族
か
ら
「
民
族
に
対
す
る
侮
辱
的

な
内
容
だ
」
と
指
摘
が
あ
り
、
札
幌
ア
イ
ヌ
協
会
や

丸
山
博
さ
ん
（
ウ
プ
サ
ラ
大
学
名
誉
博
士
）、
私
た

ち
「
教
科
書
の
ア
イ
ヌ
民
族
記
述
を
考
え
る
会
」、
全

国
各
地
の
ア
イ
ヌ
民
族
団
体
か
ら
も
意
見
書
、
抗
議
、

公
開
質
問
状
が
提
出
さ
れ
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

明
治
時
代
に
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
土
地
で
あ
る
ア
イ

ヌ
モ
シ
リ
を
政
府
は
ア
イ
ヌ
に
断
り
な
く
一
方
的
に

「
北
海
道
」
と
名
付
け
、
全
て
の
土
地
を
「
無
主
の
土

地
」と
決
め
つ
け
て
奪
い
ま
し
た
。そ
し
て
、「
北
海
道
」

の
大
地
を
法
律
に
よ
っ
て
国
家
や
本
州
か
ら
の
移
民
・

大
資
本
の
所
有
地
と
し
ま
し
た
。
ア
イ
ヌ
民
族
は
住

ん
で
い
た
家
や
畑
を
奪
わ
れ
、
強
制
移
住
で
未
開
地

に
追
い
や
ら
れ
た
の
で
す
。

　

落
合
講
演
の
問
題
点
の
一
つ
は
、
こ
の
歴
史
事
実

と
異
な
る
説
明
を
し
て
い
る
こ
と
で
す
。「（
和
人
と

ア
イ
ヌ
の
）
ど
ち
ら
に
も
土
地
の
所
有
権
を
設
定
す

る
か
ら
、
こ
こ
の
土
地
は
私
の
土
地
で
す
よ
と
設
定

し
に
来
な
さ
い
よ
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
ア

イ
ヌ
の
人
々
に
は
そ
の
概
念
が
わ
か
ら
な
い
ん
で
す

よ
ね
。」
と
語
り
、
土
地
を
奪
わ
れ
た
原
因
を
ア
イ
ヌ

民
族
の
能
力
不
足
と
し
て
い
る
の
で
す
。
国
家
が
法

律
を
制
定
し
て
、
権
力
づ
く
で
強
行
し
た
事
を
無
い

こ
と
に
し
、
ア
イ
ヌ
民
族
に
責
任
を
転
嫁
し
て
い
る

の
で
す
。

　

ま
た
、
明
治
政
府
は
ア
イ
ヌ
民
族
の
伝
統
的
な
葬

式
、
家
屋
葬
送
を
禁
止
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
家
を

燃
や
し
て
送
っ
て
や
り
、
亡
く
な
っ
た
人
が
神
の
国

に
行
っ
て
も
困
ら
な
い
よ
う
に
、
と
い
う
重
要
な
意

味
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
落
合
さ
ん
は
「
人
が
死

ぬ
た
ん
び
に
家
燃
や
す
な
ん
て
ア
ホ
じ
ゃ
ね
え
の
か
」

と
放
言
し
ま
し
た
。
異
な
る
文
化
・
宗
教
を
も
つ
民

族
へ
の
理
解
も
、
思
い
や
り
の
か
け
ら
す
ら
も
な
い

発
言
で
す
。

　

さ
ら
に
、
ア
イ
ヌ
民
族
か
ら
「
屈
辱
的
な
ア
イ
ヌ

民
族
差
別
法
」
と
批
判
さ
れ
る
「
北
海
道
旧
土
人
保

護
法
」
の
解
説
で
「
元
々
の
ね
ら
い
は
、土
地
を
与
え
、

社
会
保
障
的
な
役
割
も
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
た
こ
と

を
、
是
非
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。（
ア
イ
ヌ
の
人
々

を
）
救
済
し
よ
う
と
試
み
た
が
、
結
果
的
に
は
成
果

が
出
な
か
っ
た
。」
と
述
べ
て
、
平
然
と
正
当
化
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
旧
土
人
保
護
法
は
実
際
に
は
ア

イ
ヌ
民
族
に
「
給
与
」
す
る
土
地
を
「
未
開
地
」
と

規
定
し
て
、
そ
れ
ま
で
住
ん
で
い
た
土
地
を
奪
う
役

目
を
果
た
し
て
お
り
、
こ
こ
で
も
落
合
さ
ん
の
話
は

事
実
と
か
け
離
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
問
題
の
あ
ま
り
に
も
多
い
落
合
さ

ん
、
実
は
北
海
道
大
学
ア
イ
ヌ
・
先
住
民
研
究
セ
ン

タ
ー
の
准
教
授
で
、
北
大
法
学
部
「
先
住
民
法
」
の

講
義
ま
で
し
て
い
る
方
で
す
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
な
、

な
ん
と
！
政
府
の
ア
イ
ヌ
政
策
推
進
作
業
部
会
の
座

長
も
務
め
て
い
る
と
は
、
信
じ
ら
れ
ま
す
か
？

　

落
合
さ
ん
は
、
た
ま
た
ま
、
人
選
を
間
違
え
て
「
ア

イ
ヌ
文
化
普
及
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
」
で
講
演
を
し
た
不

勉
強
な
だ
け
の
人
と
い
う
訳
で
は
、
な
い
よ
う
で
す
。

歴
史
を
ね
じ
曲
げ
て
、
あ
っ
た
こ
と
を
無
か
っ
た
こ

と
に
し
た
い
・
政
府
の
責
任
は
す
べ
て
無
し
に
し
て
、

ア
イ
ヌ
民
族
か
ら
奪
っ
た
土
地
も
文
化
も
権
利
も
、

そ
の
原
因
を
他
な
ら
ぬ
ア
イ
ヌ
自
身
の
せ
い
に
し
て

し
ま
い
た
い
、そ
ん
な
政
策
意
図
を
落
合
さ
ん
は
担
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

国
家
の
意
図
を
代
弁
し
て
歴
史
を
ね
じ
曲
げ
る
学

者
さ
ん
た
ち
は
、
ま
だ
ま
だ
い
る
の
で
す
。
私
た
ち

は
騙
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
そ

し
て
、
し
っ
か
り
抗
議
の
声
を
上
げ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

若
月 

美
緒
子
（
わ
か
つ
き 

み
お
こ
）

　

教
科
書
の
ア
イ
ヌ
民
族
記
述
を
考
え
る
会
。
元
小
学

校
教
員
。
教
員
時
代
は
北
海
道
の
歴
史
と
ア
イ
ヌ
民
族

に
つ
い
て
の
教
材
作
り
を
仕
事
の
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま

し
た
。
退
職
後
、
中
学
・
高
校
教
科
書
チ
ェ
ッ
ク
も
始

め
ま
し
た
。
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私
た
ち
が
望
む
ア
イ
ヌ
政
策
と
は
？

　
　
　
　
　
　

―
ア
イ
ヌ
民
族
自
身
が
望
ん
で
い
る
こ
と

　
「
遊
」
で
行
っ
た
連
続
講
座
「
市
民
と
と
も
に
考
え
る
こ

れ
か
ら
の
ア
イ
ヌ
政
策
の
あ
り
方
」
の
最
終
回
「
私
た
ち

が
望
む
新
法
と
は
？
―
ア
イ
ヌ
民
族
自
身
の
想
い
を
政
策

に
活
か
す
た
め
に
」（
２
０
１
７
年
３
月
17
日
開
催
）
で
は
、

ア
イ
ヌ
民
族
の
老
若
男
女
７
名
に
参
加
い
た
だ
き
、
各
々

が
こ
れ
か
ら
の
ア
イ
ヌ
政
策
に
望
む
こ
と
を
話
し
合
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
以
下
は
、
そ
の
場
で
出
て
き
た
意
見
か
ら

の
抜
粋
で
す
。

■
ア
イ
ヌ
民
族
の
進
む
べ
き
方
向
の
転
換
を

　

国
連
の
先
住
民
年
に
向
け
て
、
ア
イ
ヌ
協
会
も
気
運
が

高
ま
り
方
向
性
が
見
え
た
か
に
思
え
た
が
、
そ
の
後
に
続

か
ず
10
年
が
た
っ
た
。
萱
野
さ
ん
が
議
員
に
な
っ
て
、
ア
イ

ヌ
文
化
振
興
法
が
で
き
た
が
、
そ
こ
に
は
先
住
権
が
含
ま

れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
10
年
経
っ
て
、
２
０
０
８
年
に
洞

爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
が
あ
り
、
国
会
決
議
が
あ
が
っ
た
。
そ
れ
か

ら
ま
た
10
年
た
っ
た
が
、そ
の
間
に
な
に
も
で
き
て
い
な
い
。

基
礎
が
で
き
て
い
な
い
。
現
在
、
認
め
ら
れ
て
い
る
の
は
文

化
だ
け
だ
が
、
生
活
の
で
き
な
い
も
の
に
文
化
は
な
い
。
私

た
ち
の
権
利
を
ど
う
や
っ
て
求
め
て
い
く
の
か
、
原
点
回
帰

が
必
要
。

■
生
ま
れ
て
か
ら
死
ぬ
ま
で
の
対
策
を
、
ア
イ
ヌ
と

　

和
人
が
一
緒
に
な
っ
て

　

国
は
ア
イ
ヌ
を
先
住
民
族
と
し
て
認
め
る
、
認
め
な
い

と
か
で
は
な
く
、
ご
迷
惑
を
か
け
ま
し
た
と
謝
罪
し
な
が

ら
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
を
ど
う
す
る
の
か
、
高
齢
に
な
っ

た
老
人
た
ち
の
対
策
を
ど
う
す
る
の
か
、
ア
イ
ヌ
が
生
ま

れ
て
か
ら
死
ぬ
ま
で
の
対
策
を
考
え
て
ほ
し
い
。
海
外
で
は

先
住
民
族
を
様
々
な
形
で
応
援
し
て
く
れ
る
人
が
い
る
が
、

国
内
で
も
和
人
と
私
た
ち
が
一
緒
に
行
動
し
な
い
と
、
国
は

動
か
な
い
。
私
た
ち
の
先
祖
の
犠
牲
と
い
う
の
は
す
ご
い
も

の
で
、
世
界
の
ど
こ
に
行
っ
て
も
ア
イ
ヌ
の
骨
が
あ
り
、
資

料
と
し
て
研
究
の
媒
体
に
は
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
私
た
ち

と
共
に
運
動
し
、
先
住
民
族
の
権
利
を
獲
得
し
て
い
く
と
い

う
と
こ
ろ
に
は
な
か
な
か
進
め
な
い
。
本
当
に
一
緒
に
や
っ

て
く
れ
る
？ 

と
い
う
感
じ
で
期
待
し
て
み
て
い
る
の
が
現

状
。

■
生
活
の
営
み
に
根
ざ
し
た
本
物
の
ア
イ
ヌ
文
化
の

　

復
権
を

　

ア
イ
ヌ
は
先
住
権
を
持
っ
て
い
て
、そ
の
中
に
は
狩
猟
権
、

漁
撈
権
、
採
集
権
と
い
う
言
葉
が
あ
っ
て
、
そ
の
言
葉
の
中

に
は
活
き
活
き
と
し
た
生
活
が
営
ま
れ
て
い
た
と
い
う
事

実
が
あ
る
。
そ
の
生
活
の
営
み
が
全
然
見
え
な
い
で
、
形
だ

け
い
ろ
ん
な
も
の
が
で
き
て
い
く
。
私
た
ち
は
、
具
体
的
に

自
分
た
ち
の
先
祖
が
培
っ
て
き
た
財
産
を
活
か
し
て
生
活

を
営
ん
で
い
き
た
い
。
ア
イ
ヌ
の
生
活
が
奪
わ
れ
て
、
川
は

汚
さ
れ
、
山
は
荒
ら
さ
れ
、
そ
れ
で
も
北
海
道
と
い
う
大

地
は
逃
げ
て
い
な
い
。
そ
の
大
地
の
中
で
、
私
た
ち
は
河
川

を
通
じ
て
魚
と
か
様
々
な
食
料
を
い
た
だ
い
て
、
そ
れ
を

採
取
す
る
こ
と
で
生
活
を
営
み
、
そ
れ
を
分
け
合
っ
て
文
化

と
い
う
も
の
を
つ
く
り
、
そ
の
中
で
、
言
葉
だ
と
か
生
き
る

プ
ロ
セ
ス
を
大
事
に
し
て
き
た
。
そ
の
生
き
た
形
態
が
出
て

こ
な
い
。
相
変
わ
ら
ず
貧
し
い
か
ら
、
文
字
も
覚
え
ら
れ

な
い
。
生
活
の
基
盤
も
な
い
。
そ
ん
な
状
況
の
中
で
、
私
は

と
に
か
く
食
べ
て
、
元
気
を
つ
け
て
、
自
分
た
ち
の
人
権
を

確
立
し
て
い
く
ひ
と
つ
の
実
践
の
形
と
い
う
も
の
が
欲
し
い

な
と
思
っ
て
い
る
。

　

歌
だ
と
か
踊
り
だ
と
か
、
芸
能
面
と
か
そ
う
い
う
面
で

は
何
と
か
形
ら
し
い
も
の
が
で
き
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ

を
実
生
活
で
活
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。そ
れ
で
力
が
な
い
。

ア
イ
ヌ
は
狩
猟
を
や
っ
た
り
、
河
川
を
き
れ
い
に
し
た
り
、

稚
魚
を
育
て
て
ま
た
帰
し
た
り
と
い
う
こ
と
は
、
教
え
ら
れ

な
く
て
も
Ｄ
Ｎ
Ａ
で
で
き
て
い
る
。
彫
刻
や
刺
繍
の
学
校
に

行
っ
た
わ
け
で
も
な
く
て
も
芸
術
を
表
現
し
て
い
ま
す
ね
。

そ
う
い
う
よ
う
に
、
先
祖
が
く
だ
さ
っ
た
知
識
が
湧
き
出
て

く
る
仕
事
を
さ
せ
て
ほ
し
い
。

■
年
金
と
子
ど
も
の
教
育
資
金

　

ア
イ
ヌ
協
会
が
新
法
制
定
に
向
け
て
動
い
て
い
た
時
に

は
、
み
ん
な
か
ら
１
万
円
づ
つ
寄
付
を
募
っ
て
、
本
部
も
支

部
も
頑
張
っ
て
や
っ
て
い
た
。
文
化
振
興
法
が
で
き
た
際
に

も
、
何
年
か
先
に
ま
た
変
え
ま
す
よ
っ
て
こ
と
で
納
得
し
て

や
っ
た
は
ず
。
そ
れ
が
10
年
経
っ
て
も
で
き
ず
、
今
や
っ
と

何
と
か
し
よ
う
と
動
い
て
い
る
み
た
い
だ
け
ど
、
ま
だ
目
途

が
た
っ
て
い
な
い
。

　

ア
イ
ヌ
の
年
寄
り
は
ほ
と
ん
ど
年
金
が
な
い
人
で
、
い

ま
６
万
円
ぐ
ら
い
の
年
金
を
協
会
は
要
望
し
て
い
る
よ
う

だ
が
、
中
国
残
留
孤
児
に
は
13
万
円
ぐ
ら
い
の
年
金
が
支

給
さ
れ
て
い
る
。
北
海
道
は
土
地
を
取
ら
れ
、
資
源
も
取

ら
れ
て
い
る
の
に
差
額
が
大
き
い
。
年
金
と
子
ど
も
の
教

育
資
金
を
何
と
か
し
な
い
と
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
で
き
な
い
。

■
自
分
た
ち
の
権
利
に
つ
い
て
声
を
あ
げ
ら
れ
る
次

　

世
代
を
育
て
る

　

ア
イ
ヌ
も
、
皆
さ
ん
歌
や
踊
り
と
か
に
は
一
生
懸
命
で
参

加
す
る
ん
で
す
が
、
自
分
た
ち
の
権
利
と
い
う
こ
と
に
な
る

と
口
を
つ
ぐ
ん
で
し
ま
っ
て
そ
こ
か
ら
前
に
進
も
う
と
し
な

い
。
そ
こ
を
何
と
か
し
な
け
れ
ば
、
ど
ん
な
こ
と
も
解
決
に

は
至
ら
な
い
。
ア
イ
ヌ
の
子
ど
も
た
ち
が
ち
ゃ
ん
と
大
学
な

ど
で
権
利
や
法
律
に
つ
い
て
勉
強
で
き
れ
ば
、
ア
イ
ヌ
も
言

い
た
い
こ
と
が
い
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
う
い
う
若
者
を

育
て
る
と
い
う
の
が
私
た
ち
の
役
割
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ

て
い
る
。

■
ア
イ
ヌ
が
い
る
こ
と
が
当
た
り
前
の
社
会
に

　

最
近
、
大
阪
の
短
大
で
講
演
を
し
て
き
た
が
、
ア
イ
ヌ

が
話
す
と
な
る
と
、
何
か
珍
し
い
者
が
し
ゃ
べ
る
み
た
い
に

な
っ
て
し
ま
う
。
ア
イ
ヌ
の
こ
と
を
知
ら
ず
、
い
ま
だ
に
そ

う
い
う
人
た
ち
が
生
き
て
い
る
ん
だ
み
た
い
な
感
じ
で
、
違

和
感
を
覚
え
る
。
ア
イ
ヌ
は
い
て
当
た
り
前
の
社
会
に
ど
う

し
て
な
ら
な
い
の
か
な
と
。
私
の
両
親
も
亡
く
な
っ
た
が
、

み
ん
な
何
も
残
さ
ず
に
死
ん
で
い
る
。
本
来
残
す
べ
き
も

の
を
政
策
と
し
て
奪
い
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
人
た
ち
で
、
そ

れ
を
返
し
て
も
ら
え
な
い
ま
ま
死
ん
で
い
っ
て
か
わ
い
そ
う

だ
な
と
思
う
。
ま
た
、
姉
と
弟
が
い
る
が
、
二
人
と
も
不
登

校
で
学
校
に
い
っ
て
い
な
い
。
自
分
は
こ
う
い
う
と
こ
ろ
で

勉
強
し
た
り
、
講
演
し
た
り
す
る
機
会
が
あ
る
の
で
、
ア

イ
ヌ
の
現
状
や
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
少
し
は
考
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、
教
育
も
受
け
ら
れ
ず
自
分
た
ち
が
今
ど

う
い
う
不
利
益
を
受
け
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
自
体
知
ら

ず
に
生
き
て
い
る
ア
イ
ヌ
も
た
く
さ
ん
い
る
。
ア
イ
ヌ
は
た

だ
怠
け
て
貧
乏
だ
っ
た
ぐ
ら
い
に
思
っ
て
い
る
ア
イ
ヌ
っ
て

多
い
。
自
分
も
こ
の
ま
ま
何
も
残
せ
ず
に
死
ん
で
し
ま
う
の

は
悲
し
い
な
っ
て
思
う
の
で
、
少
し
は
何
か
次
の
世
代
に
渡

せ
る
も
の
、
箱
モ
ノ
の
建
物
と
か
じ
ゃ
な
く
っ
て
、
ア
イ
ヌ

が
ア
イ
ヌ
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
た
め
の
何
か
を
残
せ
れ
ば

い
い
な
っ
て
思
っ
て
生
き
て
い
る
。

■
ア
イ
ヌ
に
対
し
て
の
謝
罪

　

私
が
一
番
大
事
だ
と
思
う
の
は
、
ア
イ
ヌ
に
対
し
て
の
謝

罪
。
謝
罪
な
し
に
ア
イ
ヌ
は
立
ち
上
が
れ
な
い
。
う
ち
の
ば

あ
さ
ん
は
「
ア
イ
ヌ
は
悪
い
も
の
じ
ゃ
な
い
ん
だ
、
和
人
が

分
か
ら
な
い
だ
け
で
ア
イ
ヌ
の
良
さ
が
分
か
れ
ば
和
人
は

み
ん
な
喜
ん
で
く
れ
る
ん
だ
」
っ
て
、
ず
っ
と
そ
う
言
っ
て

死
ん
で
い
っ
た
。
日
本
政
府
が
き
ち
ん
と
し
た
形
で
公
の
場

で
謝
罪
し
な
い
か
ぎ
り
は
、
ア
イ
ヌ
が
劣
等
感
を
も
た
さ

れ
続
け
、
何
も
か
も
が
浮
か
ば
れ
な
い
。
そ
れ
を
し
っ
か
り

と
私
た
ち
が
言
え
な
い
と
、
何
も
変
わ
ら
な
い
。
５
万
円
や

る
か
ら
黙
っ
て
ろ
、
次
は
10
万
円
や
る
か
ら
黙
っ
て
ろ
っ
て
、

そ
れ
を
５
年
、
10
年
と
続
け
て
る
か
ら
ア
イ
ヌ
は
全
然
育

た
な
い
。
自
分
た
ち
は
そ
う
い
う
も
の
は
い
ら
な
い
か
ら
こ

れ
を
よ
こ
せ
っ
て
い
う
こ
と
を
は
っ
き
り
言
え
る
よ
う
に
す

る
に
は
、
や
は
り
ア
イ
ヌ
を
認
め
て
謝
罪
し
て
も
ら
う
こ
と

が
一
番
だ
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

■
北
海
道
１
５
０
年
へ
の
異
議

　

今
朝
の
道
新
に
、
全
道
で
松
浦
武
四
郎
リ
レ
ー
、
開
道

１
５
０
年
の
リ
レ
ー
を
や
ろ
う
と
い
う
の
が
載
っ
て
い
た
。

い
つ
ま
で
も
１
５
０
年
と
言
わ
せ
て
は
い
け
な
い
し
、
松
浦

武
四
郎
を
餌
に
し
て
は
い
け
な
い
。
彼
は
、
我
々
ア
イ
ヌ
の

た
め
に
い
ろ
ん
な
こ
と
を
し
て
く
れ
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を

和
人
は
利
用
し
て
自
分
た
ち
の
記
念
式
典
に
し
て
い
こ
う

と
す
る
こ
と
に
は
や
っ
ぱ
り
み
ん
な
で
反
対
し
て
い
く
べ
き

だ
と
思
う
。

■
ア
イ
ヌ
関
連
予
算
の
使
わ
れ
方

　

札
幌
市
の
ア
イ
ヌ
関
連
予
算
が
２
億
円
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
２
億
円
の
う
ち
我
々
ア
イ
ヌ
に
来
る
の
は
た
ぶ

ん
、
２
、３
千
万
で
し
ょ
う
。
あ
と
の
１
億
６
、７
千
万
は
業

者
で
す
よ
。
こ
れ
が
ア
イ
ヌ
の
業
者
だ
っ
た
ら
い
い
で
す
け

れ
ど
も
、
そ
の
金
額
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
大
手
企

業
が
入
っ
て
き
て
、
大
手
企
業
に
回
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

る
。
我
々
自
身
が
決
め
る
権
利
を
持
つ
な
ら
い
い
け
れ
ど

も
、
役
人
が
使
い
道
を
決
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
我
々
の
権

利
回
復
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。

■
ア
イ
ヌ
に
知
的
財
産
権
を

　

ア
イ
ヌ
に
は
知
的
財
産
権
と
い
う
も
の
が
な
い
。
日
本
人

が
全
部
た
だ
で
使
っ
て
い
る
。
売
れ
る
も
の
は
誰
で
も
使
っ

て
い
い
よ
と
。
事
実
上
、
ア
イ
ヌ
に
と
っ
て
何
に
も
な
ら
な

い
。
こ
れ
ま
で
、
ア
イ
ヌ
対
策
の
お
金
も
市
町
村
が
道
路
を

つ
く
っ
た
り
、
自
由
に
使
っ
て
い
た
。
最
近
は
締
め
付
け
が

あ
る
が
、
そ
の
結
果
、
ア
イ
ヌ
が
使
え
る
お
金
ま
で
制
限

さ
れ
て
い
る
。

■
土
地
を
追
わ
れ
、
貧
困
に

　

う
ち
は
父
親
が
新
十
津
川
の
出
身
。
新
十
津
川
ワ
ッ
カ

ウ
エ
ン
ベ
ツ
。
ウ
エ
ン
ベ
ツ
は
「
汚
い
川
」
の
意
。
そ
こ
で

住
め
な
い
も
ん
だ
か
ら
、
深
川
、
大
沼
、
札
幌
と
転
々
と
し

て
今
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
て
土
地
を
捨
て
て
転
々
と
さ

せ
ら
れ
て
、
貧
困
が
生
じ
て
く
る
。
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私
は
ア
イ
ヌ
漁
業
権
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
前
回
（
註
・
第
３
回
ア
イ
ヌ
政
策
検

討
市
民
会
議
）、
畠
山
さ
ん
が
漁
業
権
に
つ
い
て
魂

を
込
め
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
聞
い
て
本
当
に

感
動
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
た
ち
の
先
祖
の
生
業

だ
っ
た
漁
業
、特
に
サ
ケ
漁
の
権
利
回
復
に
向
け
て
、

私
た
ち
ア
イ
ヌ
が
動
き
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

す
べ
て
文
化
と
い
う
も
の
は
日
々
の
暮
ら
し
か

ら
生
ま
れ
ま
す
。
と
り
わ
け
、
先
住
民
族
の
文
化

は
そ
う
で
す
。
自
然
や
カ
ム
イ
が
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
暮
ら
し
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
ア
イ
ヌ
の
文
化
に
は

力
強
さ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
私
の
父
親
は
山
の
仕
事
が

終
わ
っ
て
お
金
が
入
る
と
、
そ
の
お
金
で
魚
や
酒
を

買
っ
て
、
近
所
の
ア
イ
ヌ
の
お
じ
さ
ん
や
お
ば
さ
ん

た
ち
に
ふ
る
ま
っ
て
い
ま
し
た
。夜
を
徹
し
て
語
り
、

歌
い
、
踊
り
ま
す
。
そ
の
踊
り
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

こ
と
、い
ま
の
ア
イ
ヌ
の
踊
り
と
は
全
然
違
い
ま
す
。

体
か
ら
ほ
と
ば
し
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
生
ま
れ
る
踊

り
で
す
。
ま
さ
に
生
き
た
踊
り
で
す
。
暮
ら
し
の
な

か
に
あ
る
踊
り
で
す
。

　

し
か
し
、
ア
イ
ヌ
文
化
は
、
暮
ら
し
か
ら
切
り
離

さ
れ
て
、
博
物
館
に
飾
ら
れ
る
も
の
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
現
在
、
ア
イ
ヌ
政
策
推
進
会
議
が
進
め

て
い
る
ア
イ
ヌ
政
策
の
か
な
め
が
博
物
館
を
中
心
と

し
た
「
象
徴
空
間
」
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
こ
と
を

よ
く
表
し
て
い
ま
す
。

　

ア
イ
ヌ
が
ア
イ
ヌ
と
し
て
生
き
る
す
べ
を
手
に
入

れ
た
と
き
に
は
じ
め
て
、
ア
イ
ヌ
文
化
が
生
き
た
も

の
と
な
る
の
で
す
。
ア
イ
ヌ
語
は
す
た
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
ア
イ
ヌ
の
刺
繍
、
木
彫
り
、
歌
・
踊
り

は
私
た
ち
の
間
に
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
お
お
も
と
の
ア
イ
ヌ
と
し
て
の
生
活
が
な
け
れ

ば
、
ア
イ
ヌ
の
刺
繍
、
木
彫
り
、
歌
・
踊
り
も
細
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
形
を
な
ぞ
る
だ
け
の
も
の
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

も
し
、
政
府
が
ア
イ
ヌ
の
文
化
を
推
進
し
た
い
と

思
う
の
な
ら
、
そ
の
文
化
を
支
え
る
ア
イ
ヌ
と
し
て

の
暮
ら
し
も
保
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

北
海
道
が
河
川
一
本
、
二
本
で
も
い
い
、
そ
こ
で

独
占
的
に
サ
ケ
漁
を
す
る
権
利
を
取
り
戻
し
た
い
。

そ
う
す
れ
ば
、
ア
イ
ヌ
に
力
が
戻
っ
て
き
ま
す
。
住

宅
資
金
、
奨
学
金
も
大
事
で
す
。
で
も
、
福
祉
対
策

だ
け
で
は
、
ア
イ
ヌ
が
ア
イ
ヌ
で
あ
る
こ
と
に
喜
び

を
感
じ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
私
は
、
ま
だ
私
の

生
が
こ
の
世
に
残
っ
て
い
る
あ
い
だ
に
、
同
胞
が
ア

イ
ヌ
と
し
て
生
き
る
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
日
が
来
て

欲
し
い
と
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
ア
イ
ヌ
政
策
推
進
会
議
が
ま
と
め
よ
う
と

し
て
い
る
政
策
は
、
先
住
権
に
も
と
づ
く
も
の
で
は

な
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。「
象
徴
空
間
」
を
全
面
的

に
否
定
は
し
ま
せ
ん
。
で
も
、
私
た
ち
は
、
何
十
億

円
も
か
か
る
大
き
な
箱
も
の
を
、
ほ
か
の
こ
と
に
優

先
し
て
作
っ
て
も
ら
い
た
い
と
本
当
に
望
ん
で
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
博

物
館
が
２
０
０
４
年
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
が
、
博

物
館
建
設
の
た
め
の
法
律
が
出
来
た
の
は
１
９
８
９

年
だ
と
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
ま
で
に
い
ろ
い
ろ
な
先

住
民
族
政
策
の
積
み
重
ね
が
あ
り
、
そ
の
う
え
に

立
っ
て
博
物
館
計
画
が
構
想
さ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
ま
ず
博
物
館
か
ら
作
ろ
う
と
い
う
日
本
と
は
大

違
い
で
す
。
博
物
館
は
も
っ
と
あ
と
で
い
い
と
私
は

言
い
た
い
。

　
「
象
徴
空
間
」
の
建
設
準
備
は
着
々
と
進
ん
で
い

ま
す
。
建
設
を
止
め
る
こ
と
は
も
う
難
し
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
そ
れ
以
外
に
ア
イ
ヌ
が
望
ん
で

い
る
こ
と
が
あ
る
と
政
府
に
要
求
す
る
こ
と
は
可
能

で
す
。
私
は
ア
イ
ヌ
の
同
胞
に
訴
え
た
い
ん
で
す
。

ア
イ
ヌ
の
漁
業
権
を
取
り
戻
す
た
め
に
立
ち
上
が
ろ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

漁
業
権
の
回
復
に
は
さ
ま
ざ
ま
法
律
問
題
が
横
た

わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
解
決
す
る
に
は
、
学
者
の

先
生
や
弁
護
士
の
協
力
が
必
要
で
す
。
こ
の
市
民
会

議
に
弁
護
士
の
先
生
が
参
加
し
て
お
ら
れ
る
で
し
ょ

う
か
。
ア
イ
ヌ
の
先
住
権
要
求
は
基
本
的
に
法
律
の

問
題
で
す
。
ぜ
ひ
、
弁
護
士
の
先
生
方
に
加
わ
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
重
要
な
こ
と
は
、
権
利
の
受
け
皿
と
な

る
ア
イ
ヌ
の
組
織
づ
く
り
で
す
。
ア
イ
ヌ
が
集
団
と

し
て
漁
業
権
を
行
使
す
る
に
は
、
明
確
な
組
織
が
必

要
で
す
。
北
海
道
に
は
、
北
海
道
ア
イ
ヌ
協
会
と
各

地
の
ア
イ
ヌ
協
会
が
あ
り
ま
す
が
、
権
利
行
使
の
組

織
と
し
て
存
在
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
し
、漁
業
権
回
復
を
政
府
に
要
求
す
る
と
し
た
ら
、

漁
業
権
と
い
う
先
住
権
を
行
使
す
る
た
め
に
ど
ん
な

組
織
が
必
要
な
の
か
、
既
存
の
組
織
で
い
い
の
か
、

新
し
い
組
織
を
作
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
を
話

し
合
っ
て
、合
意
を
形
成
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

ア
イ
ヌ
が
合
意
を
形
成
す
る
こ
と
が
い
か
に
む
ず

し
い
か
、
私
は
こ
れ
ま
で
の
人
生
で
い
や
と
い
う
ほ

ど
経
験
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
ア
イ
ヌ
が
長
い

差
別
と
収
奪
の
歴
史
の
な
か
で
分
断
さ
れ
て
き
た
か

ら
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
な
い
と
ア
イ

ヌ
に
は
未
来
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
イ
ヌ
が
ア
イ
ヌ
で

あ
る
た
め
に
は
、
和
人
ま
か
せ
の
運
動
で
は
だ
め
で

す
。
ア
イ
ヌ
の
漁
業
権
回
復
を
目
指
し
て
、
ア
イ
ヌ

が
主
体
で
あ
る
運
動
を
立
ち
上
げ
た
い
、
そ
の
た
め

に
こ
の
市
民
会
議
の
お
力
を
借
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

こ
の
と
こ
ろ
、
天
国
か
ら
の
お
迎
え
の
夢
で
目
が

覚
め
ま
す
。
私
に
は
も
う
長
い
時
間
は
残
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
体
も
弱
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
私
た
ち
ア

イ
ヌ
が
日
本
の
先
住
民
族
で
あ
る
た
め
に
ま
だ
や
る

こ
と
が
あ
る
。
い
ま
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
将
来
が
決
ま

る
重
要
な
岐
路
に
立
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
思
い
で

必
死
に
生
き
て
い
ま
す
。
同
胞
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら

の
お
願
い
で
す
。
先
祖
か
ら
受
け
継
い
だ
ア
イ
ヌ
の

魂
と
豊
か
な
ア
イ
ヌ
文
化
を
子
孫
に
受
け
渡
せ
る
よ

う
に
、
ア
イ
ヌ
の
暮
ら
し
を
取
り
戻
す
、
そ
の
第
一

歩
と
し
て
ア
イ
ヌ
の
漁
業
権
の
回
復
の
た
め
に
立
ち

上
が
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

（
第
４
回
ア
イ
ヌ
政
策
検
討
市
民
会
議
・
報
告
よ
り
）

宇
梶 

静
江
（
う
か
じ 

し
ず
え
）

　

１
９
３
３ 

年
、北
海
道
浦
河
郡
生
ま
れ
。
詩
人
で
あ
り
、

ア
イ
ヌ
の
刺
繍
や
伝
統
衣
装
・
古
布
絵
の
製
作
者
と
し
て

も
活
躍
。　

■
大
学
の
先
住
民
研
究
の
あ
り
方
へ
の
疑
問

・
北
大
の
ア
イ
ヌ
・
先
住
民
研
究
セ
ン
タ
ー
は
ア
イ
ヌ
研
究

費
の
名
目
で
高
額
の
予
算
を
取
っ
て
い
る
が
、
ア
イ
ヌ
は
い

い
だ
け
利
用
さ
れ
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
は
海
外
か
ら
高
い
お

金
を
出
し
て
学
者
さ
ん
を
呼
ん
で
講
演
を
や
る
け
ど
、
我
々

に
は
記
録
取
る
の
に
交
通
費
だ
け
出
す
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
来
て
く
だ
さ
い
と
。

・
セ
ン
タ
ー
で
オ
ク
ラ
ホ
マ
大
学
か
ら
学
者
を
５
名
呼
ん
だ

こ
と
が
あ
っ
た
が
、
会
場
で
聞
く
人
が
私
を
含
め
て
３
人

だ
け
。
呼
ば
れ
た
学
者
の
人
が
言
っ
て
い
た
。
私
た
ち
を
ア

イ
ヌ
の
名
前
の
つ
い
た
税
金
で
高
い
お
金
で
呼
ん
で
く
れ
た

が
、
聞
く
人
が
誰
も
い
な
い
。
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の

か
。
北
大
生
も
、市
民
も
教
育
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、

何
も
し
な
い
で
、
ま
し
て
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
を
呼
び
も
し
な

い
で
、
大
金
を
か
け
て
自
分
た
ち
を
呼
ぶ
と
い
う
の
は
何

事
か
と
。
北
大
は
、
先
住
民
研
究
セ
ン
タ
ー
の
名
前
で
ア
イ

ヌ
予
算
を
取
っ
て
、
自
分
た
ち
が
飯
を
喰
う
た
め
の
研
究
費

と
し
て
使
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
人
た
ち
に
研
究
の
媒
体
と

し
て
利
用
さ
れ
た
く
な
い
。

■
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て

・
教
育
現
場
が
、
ア
イ
ヌ
を
認
め
て
い
な
い
。
少
な
く
と
も

中
学
ま
で
は
義
務
教
育
な
の
で
、
歴
史
の
中
に
ち
ゃ
ん
と

北
海
道
の
正
し
い
歴
史
を
う
た
っ
た
教
科
書
を
つ
く
っ
て
も

ら
う
と
い
う
の
が
大
事
。

・
私
が
小
学
生
に
あ
が
っ
た
頃
に
は
、
毎
回
、
社
会
の
教
科

書
で
ど
こ
に
ア
イ
ヌ
が
で
て
く
る
か
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
。

自
分
が
ア
イ
ヌ
だ
と
分
か
っ
て
い
て
、
授
業
で
自
分
に
目
が

く
る
の
が
怖
く
て
な
ん
で
す
。
私
は
い
ま
、
ア
イ
ヌ
の
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
早
い
段
階

か
ら
、
ア
イ
ヌ
が
い
て
当
た
り
前
と
い
う
意
識
を
持
た
せ

た
い
。
ど
こ
に
行
っ
て
も
ア
イ
ヌ
の
も
の
が
あ
っ
て
、
ど
こ

に
い
て
も
ア
イ
ヌ
は
珍
し
く
な
い
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
ほ

し
い
。

・
ア
イ
ヌ
が
自
ら
語
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
浸
透
し
て
い
か

な
い
。
真
実
を
踏
ま
え
て
、ア
イ
ヌ
が
ア
イ
ヌ
の
文
化
を
語
っ

て
い
く
。
そ
う
い
う
こ
と
で
し
か
、
和
人
の
方
も
理
解
で
き

な
い
。
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政
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の
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政
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島
田	

あ
け
み

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
島
田
あ
け
み
で
す
。
今

日
は
宇
梶
静
江
さ
ん
の
お
供
で
来
ま
し
た
が
、
お
話

さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
い
た
だ
い
て
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
、
首
都
圏
で
、
東
京
に
ウ
タ

リ
が
集
え
る
場
を
、
政
府
や
自
治
体
に
お
願
い
す
る

の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
手
で
作
る
た
め
に
、
チ

ヤ
シ
・
ア
ン
・
カ
ラ
の
会
と
い
う
グ
ル
ー
プ
を
作
っ

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
マ
オ

リ
の
人
た
ち
と
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
か
か
わ
っ

て
い
ま
す
。

　

時
間
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
二
つ
の
こ
と
を
お

話
し
し
ま
す
。
一
つ
は
ダ
コ
タ
・
ア
ク
セ
ス
・
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
建
設
反
対
運
動
に
つ
い
て
で
す
。
そ
れ
か

ら
、
現
在
政
府
が
考
え
て
い
る
政
策
に
つ
い
て
一
人

の
ア
イ
ヌ
と
し
て
考
え
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の

市
民
会
議
に
対
す
る
期
待
に
つ
い
て
一
言
お
話
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ダ
コ
タ
・
ア
ク
セ
ス
・
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
（
略
し
て

Ｄ
Ａ
Ｐ
Ｌ
と
言
わ
れ
ま
す
）
は
、
ノ
ー
ス
ダ
コ
タ
州

か
ら
イ
リ
ノ
イ
州
に
至
る
約
１
９
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
原
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
す
。
こ
の
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
は
ア
メ
リ
カ
先
住
民
族
の
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
ロ
ッ

ク
・
ス
ー
部
族
の
唯
一
の
水
源
を
汚
染
し
、
埋
葬
地

な
ど
文
化
的
に
重
要
な
場
所
を
破
囁
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
国
際
的
に
非
難
の
声
が
あ

が
り
、
Ｄ
Ａ
Ｐ
Ｌ
反
対
運
動
は
環
境
正
義
を
守
る
た

め
の
大
き
な
闘
い
に
発
展
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
お

配
り
し
て
い
ま
す
資
料
を
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

Ｄ
Ａ
Ｐ
Ｌ
の
総
工
費
は
約
38
億
ド
ル
（
約

４
３
１
８
億
円
）
で
、
そ
の
う
ち
の
25
億
ド
ル
が
銀

行
か
ら
の
融
資
で
す
。
日
本
の
み
ず
ほ
銀
行
、
三
菱

東
京
∪
Ｆ
Ｊ
銀
行
、
三
井
住
友
銀
行
の
三
つ
の
銀
行

が
総
額
約
１
７
４
０
億
円
も
の
多
額
の
投
資
を
し
て

い
ま
す
。

　

マ
オ
リ
と
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
い
っ
し
ょ
に

や
っ
て
い
る
仲
間
が
、
三
つ
の
銀
行
に
Ｄ
Ａ
Ｐ
Ｌ
へ

の
投
資
中
止
を
要
請
す
る
署
名
活
動
を
始
め
、
私

も
署
名
へ
の
呼
び
か
け
の
声
明
を
出
し
ま
し
た
。

１
万
１
３
５
６
筆
の
署
名
が
集
ま
り
、
そ
の
署
名
を

提
出
す
る
た
め
に
、
２
月
17
日
に
三
銀
行
に
面
会
を

申
し
込
み
ま
し
た
。
首
都
圏
か
ら
、
宇
梶
静
江
さ
ん
、

宇
佐
照
代
さ
ん
、
宇
佐
恵
美
さ
ん
と
私
の
４
人
の
ア

イ
ヌ
が
参
加
し
ま
し
た
。
三
銀
行
と
も
署
名
は
受
け

取
り
ま
し
た
が
、
写
真
撮
影
、
録
音
は
許
可
さ
れ
ず
、

署
名
を
受
け
取
っ
た
だ
け
で
し
た
。

　

素
っ
気
な
い
対
応
で
し
た
が
、
日
本
で
Ｄ
Ａ
Ｐ
Ｌ

建
設
に
反
対
し
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
こ
と
を
銀
行

に
知
ら
せ
た
だ
け
で
も
意
義
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

私
は
先
住
民
族
ア
イ
ヌ
と
し
て
、
先
住
民
族
の
兄
弟

姉
妹
の
苦
し
み
や
闘
い
と
連
帯
し
た
い
と
思
い
、
署

名
運
動
に
参
加
し
ま
し
た
。
私
た
ち
の
先
祖
は
川
を

汚
さ
な
い
よ
う
に
と
厳
し
く
教
え
ら
れ
て
育
っ
た
と

い
う
こ
と
を
静
江
さ
ん
か
ら
よ
く
聞
い
て
い
ま
す
。

ア
イ
ヌ
に
と
っ
て
も
水
は
命
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ

の
運
動
に
か
か
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
に
か
か
わ
っ
て
、
強
く
思
っ
た
こ
と
が

一
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
Ｄ
Ａ
Ｐ
Ｌ
が
ラ
コ
タ
の

人
々
を
脅
か
し
て
い
る
け
れ
ど
、
彼
ら
に
は
土
地
が

あ
る
、
そ
の
土
地
を
守
る
条
約
や
法
律
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。私
た
ち
ア
イ
ヌ
に
は
何
が
あ
る
で
し
ょ

う
か
。

　

い
ま
政
府
は
ア
イ
ヌ
政
策
を
進
め
よ
う
と
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
中
心
は
「
象
徴
空
間
」
と
い
う
変
な

名
前
の
つ
い
た
箱
も
の
で
す
。
私
は
日
本
政
府
と
ア

イ
ヌ
民
族
と
の
和
解
の
第
一
歩
は
、
箱
も
の
作
り
で

は
な
く
、
政
府
に
よ
る
謝
罪
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

謝
罪
の
な
い
和
解
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。
政
府
が
過
去

の
過
ち
を
ア
イ
ヌ
に
対
し
て
詫
び
る
、
そ
れ
を
和
人

た
ち
が
聞
く
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
は
、

こ
れ
ま
で
ア
イ
ヌ
を
縛
っ
て
き
た
劣
等
感
、
無
力
感

か
ら
救
わ
れ
ま
す
。
ア
イ
ヌ
が
ア
イ
ヌ
と
し
て
生
き

る
、
ア
イ
ヌ
と
し
て
立
ち
上
が
り
、
声
を
あ
げ
る
気

持
ち
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

謝
罪
し
た
う
え
で
箱
も
の
を
作
る
と
す
れ
ば
、
現

在
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
大
き
な
箱
も
の
を
一
つ

作
る
よ
り
は
、
小
さ
な
も
の
を
、
東
京
も
含
め
て
い

く
つ
か
の
場
所
に
作
る
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
一
定
の
期
間
が
す
ぎ
る
と
、
ア
イ
ヌ
の
所

有
に
な
る
と
い
う
形
に
し
て
欲
し
い
。
ア
イ
ヌ
が
自

ら
の
手
で
運
営
・
管
哩
で
き
る
も
の
で
な
い
と
、
ア

イ
ヌ
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
自
立
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

　

こ
の
市
民
会
議
は
、
政
府
の
ア
イ
ヌ
政
策
を
批
判

的
に
検
討
し
て
、
提
言
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い

ま
す
。
政
府
の
政
策
を
批
判
す
る
人
は
た
く
さ
ん
い

ま
す
が
、
そ
れ
に
対
抗
し
て
政
策
を
提
言
す
る
た
め

に
立
ち
上
が
っ
た
の
は
こ
の
市
民
会
議
だ
け
で
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
私
は
こ
の
市
民
会
議
に
す
ご
く
期

待
し
て
い
ま
す
。
一
日
も
早
く
政
策
の
提
言
を
ま
と

め
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

で
も
、
そ
の
前
に
や
っ
て
も
ら
い
た
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
私
も
含
め
て
で
す
が
、
多
く
の
ア
イ
ヌ
は
、

い
ま
政
府
が
ど
ん
な
政
策
を
推
し
進
め
よ
う
と
し
て

い
る
の
か
、
そ
れ
が
世
界
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
比
較

し
て
ど
う
な
の
か
、必
ず
し
も
し
っ
か
り
と
は
分
か
っ

て
い
ま
せ
ん
。
現
在
の
ア
イ
ヌ
政
策
の
概
要
と
問
題

点
を
や
さ
し
く
ま
と
め
た
解
説
書
を
作
っ
て
い
た
だ

け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
象
徴
空
間
」
の
こ
と
は
話
題
に
な
り
ま
す
が
、
も

う
一
つ
の
、
全
国
の
ア
イ
ヌ
を
対
象
と
し
た
政
策
に

つ
い
て
は
話
題
に
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
二
つ
を
ま
と

め
た
解
説
書
が
あ
れ
ば
助
か
り
ま
す
。
そ
の
解
説
書

を
使
っ
て
、
各
地
で
説
明
会
を
開
い
て
く
だ
さ
い
。

札
幌
で
会
議
を
開
く
か
ら
来
て
く
れ
と
言
っ
て
も
、

ア
イ
ヌ
は
な
か
な
か
動
け
ま
せ
ん
。
そ
の
う
え
で
、

草
の
根
の
ア
イ
ヌ
が
政
府
に
何
を
求
め
た
い
の
か
を

調
査
し
て
く
だ
さ
い
。
草
の
根
の
ア
イ
ヌ
に
働
き
か

け
る
こ
と
な
く
、
研
究
者
が
政
策
提
言
し
て
も
、
ア

イ
ヌ
の
心
に
は
響
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
市
民
会
議
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
か
ら
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
ま
だ
固
ま
っ
て
い
な
い
と
思
い

ま
す
。
そ
の
な
か
で
丸
山
先
生
や
吉
田
先
生
の
よ
う

な
研
究
者
が
骨
を
折
っ
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

会
議
で
研
究
者
と
ア
イ
ヌ
の
新
し
い
関
係
が
生
ま
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
私
は
ハ
ン
セ
ン
病
市
民

学
会
に
と
き
ど
き
出
席
し
ま
す
が
、
こ
の
市
民
学
会

は
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
の
学
習
、
交
流
、
検
証
、

提
言
を
行
う
市
民
活
動
で
す
。
た
く
さ
ん
の
弁
護
士

や
大
字
の
先
生
が
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
ハ
ン
セ
ン

病
患
者
と
の
人
間
的
交
流
を
目
指
し
て
、
患
者
た
ち

と
手
を
組
ん
で
、
フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
こ
の
市
民
会
議
か
ら
も
、
共
に
手
を
た
ず
さ

え
て
前
に
進
む
関
係
が
生
ま
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。

ハ
ン
セ
ン
病
市
民
学
会
の
こ
と
は
ネ
ッ
ト
に
情
報
が

あ
り
ま
す
。

（
第
４
回
ア
イ
ヌ
政
策
検
討
市
民
会
議
・
報
告
よ
り
）

島
田 

あ
け
み
（
し
ま
だ 

あ
け
み
）

　

チ
ャ
シ
・
ア
ン
・
カ
ラ
の
会
。
ア
オ
テ
ア
ロ
ア
・
ア
イ

ヌ
モ
シ
リ
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
行
委
員
会
代
表
。
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明日はつんどく屋で

 買ってほしい ・ ・ ・

『北海道からトランプ的安倍
　〈強権〉政治にＮＯと言う』
　　　　　　　　　（寿郎社）
　徳永エリ、紙智子、福島みずほ・著
　親子で憲法を学ぶ札幌の会・編
　Ａ５判、８６頁、本体価格７００円

　

余
市
町
で
有
機
農
業
、
養
鶏
業
を
営
む
安
斎
由
希

子
さ
ん
と
私
が
共
同
代
表
を
務
め
て
い
る
「
親
子
で

憲
法
を
学
ぶ
札
幌
の
会
」
が
、
徳
永
エ
リ
さ
ん(
民

進
党)

、
紙
智
子
さ
ん(

共
産
党)

、
福
島
み
ず
ほ
さ

ん(

社
民
党)

の
３
人
の
参
議
院
議
員
を
講
師
に
招

い
て
、
昨
年
９
月
か
ら
11
月
の
毎
月
１
回
開
い
た
憲

法
学
習
会
の
内
容
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

安
倍
政
権
は
国
民
の
「
知
る
権
利
」
を
侵
害
す
る

特
定
秘
密
保
護
法
や
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
認

め
た
安
全
保
障
関
連
法
な
ど
を
、
議
会
の
民
主
的
な

ル
ー
ル
を
無
視
し
た
強
行
採
決
で
成
立
さ
せ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
国
会
軽
視
、
国
民
不
在
の
強
権

政
治
を
続
け
る
安
倍
政
権
に
対
し
、
私
た
ち
の
会
で

も
何
か
行
動
し
な
け
れ
ば
と
考
え
、
野
党
の
立
場
か

ら
そ
の
姿
勢
を
厳
し
く
追
及
し
、
憲
法
に
も
精
通
し

て
い
る
３
人
の
国
会
議
員
に
講
師
を
お
願
い
し
て
学

習
会
を
企
画
し
ま
し

た
。

　

徳
永
さ
ん
は
安
倍

首
相
が
よ
く
口
に
す
る

「
押
し
付
け
論
」
に
言

及
し
ま
し
た
。
連
合
国

軍
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）

は
憲
法
を
起
草
す
る
に

当
た
り
、
憲
法
学
者
の

鈴
木
安
蔵
ら
が
つ
く
っ

た
民
間
の
憲
法
制
定
団
体
「
憲
法
研
究
会
」
が
発
表

し
た
憲
法
草
案
要
綱
の
条
文
を
手
本
に
起
草
し
た
こ

と
、
９
条
の
「
戦
争
の
放
棄
」
は
時
の
首
相
で
あ
る

幣
原
喜
重
郎
が
憲
法
に
盛
り
込
ん
だ
こ
と
な
ど
の
歴

史
的
事
実
を
紹
介
し
て
、「
一
方
的
に
押
し
付
け
ら
れ

た
憲
法
で
は
な
い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

紙
さ
ん
は
市
民
と
野
党
と
の
協
力
が
「
安
倍
暴
走

政
治
」
を
止
め
る
大
き
な
力
に
な
る
と
し
、
そ
の
協

力
の
成
果
が
昨
年
７
月
の
参
院
選
挙
で
の
野
党
４
党

の
共
闘
だ
と
訴
え
ま
し
た
。
全
国
の
１
人
区
・
32
選

挙
区
で
統
一
候
補
を
立
て
て
野
党
が
市
民
と
共
に
闘

い
、
そ
の
結
果
、
11
選
挙
区
で
統
一
候
補
が
勝
ち
ま

し
た
。
大
手
マ
ス
コ
ミ
各
社
は
改
憲
勢
力
が
３
分
の

２
議
席
を
獲
得
し
た
結
果
を
踏
ま
え
て
「
自
民
党
圧

勝
」
と
報
じ
ま
し
た
が
、
紙
さ
ん
は
「
実
際
は
そ
う

で
は
な
く
安
倍
政
権
は
非
常
に
厳
し
い
国
民
の
審
判

を
受
け
た
」
選
挙
だ
っ
た
と
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

福
島
さ
ん
は
「
個
人
の
尊
厳
」
よ
り
も
「
国
家
主

義
」
を
前
面
に
打
ち
出
し
た
自
民
党
の
改
憲
草
案
の

問
題
点
を
具
体
的
に
指
摘
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も

草
案
の
中
に
盛
り
込
ま
れ
た
「
緊
急
事
態
」
条
項
は
、

立
法
機
関
で
あ
る
国
会
で
の
審
議
を
経
ず
に
、
内
閣

だ
け
の
判
断
で
法
律
と
同
じ
効
力
を
持
つ
政
令
を
制

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
点
を
挙
げ
て
、「
ナ
チ
ス
・
ド

イ
ツ
の
国
家
授
権
法
と
ま
っ
た
く
同
じ
だ
。
こ
れ
を

許
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と
強
く
警
鐘
を
鳴
ら
し

ま
し
た
。

　

党
は
違
っ
て
も
３
人
の
お
話
で
共
通
し
て
い
る
こ

と
は
、
安
倍
政
権
が
憲
法
に
従
っ
た
政
治
を
行
っ
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
憲
法
は
政
治
家
な
ど
の

権
力
者
た
ち
が
で
き
る
仕
事
を
明
確
に
制
限
し
、
私

た
ち
国
民
の
人
権
を
保
障
し
て
い
ま
す
。
国
民
を
守

り
権
力
者
を
縛
る
憲
法
に
従
っ
た
政
治
を
す
る
よ
う
、

主
権
者
で
あ
る
私
た
ち
国
民
が
し
っ
か
り
と
声
を
上

げ
て
い
か
な
け
れ
ば
、
憲
法
に
縛
り
を
か
け
ら
れ
て

い
る
政
治
家
た
ち
は
そ
れ
を
解
こ
う
と
必
ず
暴
走
し

ま
す
。
い
ま
の
安
倍
政
権
が
ま
さ
に
そ
う
で
す
。

　

３
人
が
憲
法
に
つ
い
て
語
っ
た
こ
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ

ト
を
手
に
取
っ
て
い
た
だ
き
、
よ
り
多
く
の
人
た
ち

が
憲
法
に
つ
い
て
学
び
、
理
解
を
深
め
、
私
た
ち
国

民
の
日
々
の
生
活
が
憲
法
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

安
川　

誠
二
（
や
す
か
わ　

せ
い
じ
）

　

一
九
六
一
年
生
ま
れ
。
農
業
専
門
紙
で
記
者
を
し
な
が

ら
、
フ
リ
ー
で
書
籍
編
集
に
か
か
わ
る
。
北
海
道
農
業

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
会
役
員
。

　
名
義
後
援
制
度
を
め
ぐ
っ
て
―
そ
の
後

　

道
新
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
を
ご
ら
ん
い
た
だ
い
た

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
さ
っ
ぽ
ろ
自

由
学
校
「
遊
」
は
、
１
月 

25
日
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
具
体
的
な
改
正
案
を
札
幌
市
に
提
言
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
現
行
制
度
の
問
題
点
は
、

●
市
長
賞
と
後
援
の
扱
い
が
一
緒
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
後
援
は
市
が
お
墨
付
き
を
与
え
る
も
の
だ
と
い

う
誤
解
が
生
じ
や
す
い
。

●
運
用
が
恣
意
的
で
時
代
の
空
気
に
流
さ
れ
や
す

く
、
政
権
を
忖
度
す
る
傾
向
が
あ
る
。

●
事
務
の
適
正
化
を
図
る
た
め
に
と
さ
れ
て
い
る
だ

け
で
、
自
治
体
が
市
民
の
活
動
を
後
援
す
る
目
的
や

理
念
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。

●
職
員
が
、
市
民
の
自
主
的
な
事
業
の
内
容
に
立
ち

入
っ
て
、
審
査
す
る
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
る
。

●
結
果
と
し
て
、
告
知
広
報
の
手
段
が
限
ら
れ
る
市

民
の
自
主
的
な
議
論
の
場
が
せ
ば
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
問
題
点
を
踏
ま
え
て
、

○
市
長
賞
と
後
援
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
分
け

る
。

○
後
援
の
目
的
、
な
ん
の
た
め
に
後
援
す
る
の
か
と

い
う
理
念
を
明
記
し
、
担
当
者
の
裁
量
に
よ
っ
て
対

応
に
差
異
が
出
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
留
意

す
る
。
な
お
、
目
的
に
は
、「
市
民
の
自
由
な
議
論

の
場
を
保
障
す
る
た
め
に
、
市
民
の
自
主
的
な
活
動

を
支
援
す
る
」
と
い
う
趣
旨
を
明
記
す
る
。

○
政
治
的
な
課
題
は
市
民
生
活
に
深
く
関
わ
る
問
題

で
あ
り
、
講
演
会
や
講
座
、
学
習
会
等
の
主
題
が
政

治
的
な
課
題
と
重
な
る
の
は
む
し
ろ
当
然
で
あ
る
。

政
治
的
中
立
性
を
恣
意
的
に
拡
大
解
釈
し
て
支
援
を

狭
め
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
人
権
に
基
づ
く
除
外
規

定
を
明
確
に
定
め
る
。

○
不
服
申
し
立
て
に
は
第
三
者
を
交
え
た
審
査
機
関

が
対
応
す
る
。
申
請
者
の
不
服
に
限
ら
ず
、
ク
レ
ー

ム
に
つ
い
て
の
対
応
も
同
様
と
す
る
。

の
４
点
を
改
正
の
方
向
と
し
て
盛
り
込
ん
だ
具
体
案

を
提
出
し
ま
し
た
。

　

１
月
30
日
の
秘
書
部
と
の
話
し
合
い
に
は
、民
進
、

共
産
、
市
民
ネ
ッ
ト
、
改
革
の
議
員
の
方
々
も
参
加

し
て
く
だ
さ
り
、
現
行
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
活
発

な
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
と
り
わ
け
チ
ラ
シ
配
架
に

つ
い
て
は
、
改
善
す
べ
き
だ
と
い
う
声
が
多
く
、
秘

書
部
も
改
善
の
必
要
を
感
じ
た
よ
う
に
思
い
ま
し

た
。
２
月
中
に
庁
内
会
議
を
も
っ
て
論
議
し
、
そ
の

結
果
を
３
月
中
に
伝
え
る
、「
遊
」
の
前
期
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
発
行
に
は
間
に
合
わ
な
い
の
で
、
公
共
施
設

配
架
の
手
立
て
は
講
ず
る
か
ら
今
回
は
後
援
を
記
載

し
な
い
で
欲
し
い
と
い
う
申
し
出
が
あ
り
、
了
承
し

ま
し
た
。
長
い
こ
と
の
ら
り
く
ら
り
と
ほ
っ
た
ら
か

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
や
っ
と
動
き
始
め
た
こ
と
を

実
感
し
た
話
し
合
い
で
し
た
。

　

年
度
末
ギ
リ
ギ
リ
の
３
月
31
日
、
庁
内
会
議
の
結

果
を
踏
ま
え
た
話
し
合
い
が
持
た
れ
ま
し
た
。
庁
内

会
議
は
11
月
22
日
、
２
月
17
日
、
３
月
28
日
に
開
催

し
、
基
準
、
運
用
、
定
義
に
つ
い
て
論
点
整
理
を
進

め
て
い
る
。
後
援
の
定
義
に
つ
い
て
は
名
義
を
貸
す

以
上
趣
旨
に
賛
同
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
政
治
的
な

問
題
に
つ
い
て
一
定
程
度
の
判
断
は
必
要
で
あ
り
市

長
賞
と
分
け
る
必
要
は
な
い
。
し
か
し
、
チ
ラ
シ
配

架
に
つ
い
て
は
基
準
の
整
理
を
し
た
い
と
い
う
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
後
援
の
あ
り
方
や
政
治
的
中
立
性

に
つ
い
て
は
議
論
が
つ
き
ま
せ
ん
し
、
名
義
を
貸
す

と
い
う
表
現
に
も
ひ
っ
か
か
り
ま
す
が
、
当
面
は
チ

ラ
シ
配
架
の
ル
ー
ル
を
別
途
つ
く
る
方
向
で
、
次
の

パ
ン
フ
発
行
予
定
の
８
月
ま
で
に
は
結
論
を
出
し
ま

し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
チ
ラ

シ
配
架
に
限
っ
て
も
最
終
的
な
結
論
を
出
す
前
に
幅

広
い
市
民
団
体
の
声

を
聞
く
機
会
を
求
め

て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

（
報
告
：
細
谷
洋
子
）

活動
報告
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海外だより
「遊」と関わり、つながり
のある海外在住者に、日々
の暮らしぶりや現地の状況
などをレポートしていただ
きます。

第４回
平野 研さん

（キューバ滞在）

フ
ィ
デ
ル
の
ポ
ス
タ
ー

　

２
０
１
６
年
８
月
か
ら
一
年
間
、
在
外
研
修
で

キ
ュ
ー
バ
に
滞
在
し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
に
来
て
か

ら
は
、
安
倍
首
相
が
突
然
キ
ュ
ー
バ
訪
問
し
た
り
、

大
型
ハ
リ
ケ
ー
ン
が
襲
来
し
た
り
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が

大
統
領
に
な
っ
た
り
、
と
毎
月
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事

が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
一
番
の
出
来
事
は
、

や
は
り
フ
ィ
デ
ル
・
カ
ス
ト
ロ
前
国
家
評
議
会
議
長

（
90
歳
）
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
で
す
。

　

11
月
25
日
、
私
は
ち
ょ
う
ど
引
っ
越
し
を
し
て
い

ま
し
た
。
荷
物
を
運
び
終
わ
り
、
一
息
つ
く
の
と
、

新
し
い
家
の
周
辺
を
散
策
す
る
た
め
に
、
夜
中
に
散

歩
に
出
か
け
ま
し
た
（
キ
ュ
ー
バ
は
治
安
が
良
い
の

で
夜
中
に
出
歩
い
て
も
酔
っ
払
い
に
か
ら
ま
れ
る
程

度
で
す
）。
人
通
り
も
な
く
、
車
も
パ
ト
カ
ー
が
通

る
程
度
で
、
今
度
の
エ
リ
ア
は
随
分
と
静
か
だ
、
な

ど
と
呑
気
に
考
え
な
が
ら
歩
い
て
い
ま
し
た
。
実
は

そ
の
時
間
、
フ
ィ
デ
ル
（
こ
ち

ら
で
は
親
し
み
と
敬
愛
を
込
め

て
こ
う
呼
ば
れ
て
い
ま
す
）
が

亡
く
な
っ
た
こ
と
が
テ
レ
ビ
で

報
道
さ
れ
て
い
た
の
で
し
た
。

９
日
間
の
喪
に
入
る
こ
と
、
イ

ベ
ン
ト
や
酒
の
販
売
の
禁
止
な

ど
が
発
表
さ
れ
、
Ｂ
Ａ
Ｒ
や
レ

ス
ト
ラ
ン
は
営
業
を
停
止
し
て

い
ま
し
た
。
ウ
チ
は
米
国
大
使

館
の
す
ぐ
近
く
な
の
で
、
米
国

主
導
の
テ
ロ
を
警
戒
し
て
パ
ト

カ
ー
の
数
が
い
つ
も
よ
り
多

く
、
私
が
見
た
の
も
そ
れ
で

し
た
。
引
っ
越
し
た
ば
か
り
で
、
テ
レ
ビ
も
な
く
、

新
聞
の
販
売
所
の
場
所
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
私
が
、

フ
ィ
デ
ル
の
死
を
知
っ
た
の
は
２
日
後
で
し
た
。
気

づ
か
な
い
ほ
ど
平
穏
で
あ
っ
た
と
も
言
え
ま
す
。
学

校
や
公
共
施
設
は
休
み
に
な
り
ま
し
た
が
、
酒
以
外

の
食
料
品
な
ど
は
普
段
通
り
販
売
さ
れ
（
無
事
に
テ

レ
ビ
も
買
え
ま
し
た
）、
日
常
生
活
に
支
障
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

キ
ュ
ー
バ
の
人
々
の
反
応
は
、
世
代
ご
と
に
捉
え

方
は
異
な
る
に
し
て
も
、
概
ね
フ
ィ
デ
ル
に
敬
意
を

払
い
、
喪
に
服
し
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
多
く

の
人
が
革
命
広
場
に
行
き
、２
時
間
以
上
列
に
並
び
、

フ
ィ
デ
ル
に
献
花
し
て
い
ま
し
た
。
フ
ィ
デ
ル
の
棺

が
東
部
の
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
デ
・
ク
ー
バ
の
墓
地
に

向
か
う
日
に
は
、
近
所
か
ら
人
が
い

な
く
な
っ
た
ほ
ど
で
す
。
喪
へ
の
服

し
方
も
「
強
制
的
」
な
自
粛
で
は
な

く
、
参
列
す
る
人
々
の
服
装
も
軍
服

か
ら
Ｔ
シ
ャ
ツ
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ス
タ
イ
ル
で
服
し
て
い
ま
し
た
。
驚

い
た
の
は
、
フ
ィ
デ
ル
の
ポ
ス
タ
ー

や
イ
ラ
ス
ト
を
街
で
見
か
け
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
フ
ィ
デ
ル
は

偶
像
化
を
嫌
い
、
街
で
見
か
け
る
の

は
チ
ェ
・
ゲ
バ
ラ
や
ホ
セ
・
マ
ル
テ
ィ

（
第
二
次
独
立
戦
争
の
英
雄
）
ば
か

り
で
し
た
が
、
亡
く
な
っ
た
翌
日
か

ら
、ど
こ
に
用
意
し
て
あ
っ
た
の
か
、

街
中
に
ポ
ス
タ
ー
が
張
ら
れ
ま
し
た
。

　

キ
ュ
ー
バ
は
今
、
と
て
も
活
気
が
あ
り
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
問
題
も
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
キ
ュ
ー
バ
独
自

の
経
済
改
革
が
ラ
ウ
ル
・
カ
ス
ト
ロ
の
下
で
進
ん
で

い
ま
す
。「
国
民
生
活
を
向
上
さ
せ
る
」
と
い
う
政

府
と
し
て
当
た
り
前
の
こ
と
を
、
時
代
の
変
化
を
乗

り
越
え
て
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
真
面
目
に
目
指
し

て
き
た
フ
ィ
デ
ル
た
ち
へ
の
国
民
の
信
頼
の
一
端
を

今
回
、
見
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

平
野 

研
（
ひ
ら
の 

け
ん
）

　

北
海
学
園
大
学
経
済
学
部
教
授　

発
展
途
上
国
論
担

当　

キ
ュ
ー
バ
を
は
じ
め
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
経

済
を
専
門
。

寄 稿

札
幌
市
に
人
種
差
別
撤
廃
条
例
（
仮
）
を
つ
く
ろ
う

	
	

	
	

	
	

	
	

金	

時
江

　

女
性
の
人
権
を
冒
涜
し
、
特
定
の
民
族
を
誹
謗
、

中
傷
し
、
歴
史
の
歪
曲
を
ね
ら
う
「
捏
造
」
慰
安
婦

展
が
、
２
０
１
５
年
頃
よ
り
札
幌
市
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
（
札
幌
エ
ル
プ
ラ
ザ
）
や
各
区
民
セ
ン

タ
ー
、
地
下
歩
行
空
間
な
ど
市
の
公
共
施
設
を
使
用

し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
展
示
に
対
し
て
、
個

人
や
団
体
か
ら
施
設
に
貸
し
出
し
を
中
止
す
る
よ
う

要
請
文
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後

も
展
示
が
繰
り
返
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
貸
し
出
し
に

疑
問
を
持
つ
有
志
が
集
ま
り
、
札
幌
エ
ル
プ
ラ
ザ
の

担
当
職
員
と
貸
し
出
し
の
経
過
や
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
話
し
合
い
を
持
ち
ま
し
た
。
ま
た
、
各
区
民
セ

ン
タ
ー
で
の
パ
ネ
ル
展
実
施
に
も
直
接
出
か
け
、
あ

る
い
は
メ
ー
ル
、
電
話
な
ど
で
施
設
を
使
用
さ
せ
な

い
よ
う
に
と
の
働
き
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
施
設
管
理
団
体
か
ら
の
答
え
は
、「
最

終
判
断
は
市
に
委
ね
て
い
る
。
問
題
が
あ
る
と
は
感

じ
る
が
断
る
根
拠
が
な
い
。
市
の
判
断
に
沿
う
。」

と
い
う
も
の
で
し
た
。
利
用
者
と
直
接
出
会
う
現

場
は
も
っ
と
独
創
性
に
富
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
な
が

ら
、
私
た
ち
は
札
幌
市
と
話
し
合
い
を
進
め
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。「
子
ど
も
も
含
め
て
市
民
が
気
軽
に

訪
れ
る
公
共
施
設
で
『
捏
造
』
慰
安
婦
展
の
よ
う
な

差
別
展
示
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
差
別
を
増
長
す
る
こ

と
で
あ
る
」「
特
定
の
民
族
を
誹
謗
中
傷
す
る
こ
と

は
歴
史
観
の
違
い
な
ど
で
は
な
い
」「
こ
の
展
示
を
、

不
快
に
、
不
安
に
思
う
人
た
ち
が
あ
る
」「
女
性
の

人
権
、
何
よ
り
も
被
害
女
性
た
ち
の
尊
厳
を
踏
み
に

じ
っ
て
い
る
」「
こ
れ
ら
す
べ
て
が
市
が
拠
り
所
と

し
て
い
る
公
序
良
俗
に
反
し
て
い
る
」「
こ
れ
ま
で

も
、『
慰
安
婦
』
問
題
に
関
し
て
は
国
連
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
勧
告
が
出
さ
れ
て
い
る
」
等
々
の
意
見
を
伝

え
、
市
と
の
話
し
合
い
を
重
ね
ま
し
た
。
国
連
勧
告

の
資
料
、
昨
年
５
月
に
成
立
し
た
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー

チ
解
消
法
の
関
連
資
料
や
大
阪
、
川
崎
な
ど
の
自
治

体
資
料
、
パ
ネ
ル
展
資
料
な
ど
、
で
き
る
だ
け
多
く

の
参
考
資
料
も
準
備
し
ま
し
た
が
、「
市
と
し
て
貸

さ
な
い
根
拠
が
な
い
」
と
い
う
姿
勢
は
変
わ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
話
し
合
い
を
進
め
て
い
く
中
で
、
札
幌

市
が
人
権
や
差
別
に
対
す
る
認
識
が
薄
く
、
そ
の
対

策
も
考
え
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。ま
た
、

札
幌
に
住
む
多
様
な
人
々
が
市
民
と
し
て
見
え
て
い

る
の
か
、
疑
問
に
思
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
私
た
ち
は
札
幌
市
に
人
権
を
尊

重
し
差
別
を
禁
止
す
る
条
例
が
必
要
と
考
え
、「
札

幌
市
に
人
種
差
別
撤
廃
条
例
（
仮
）
を
つ
く
ろ
う
」

と
呼
び
か
け
、
２
月
１
日
に
第
１
回
目
、
３
月
20
日

に
第
２
回
目
の
集
ま
り
を
持
ち
、
差
別
を
禁
止
す
る

条
例
づ
く
り
を
め
ざ
す
と
い
う
こ
と
で
約
20
名
の
参

加
者
の
思
い
が
一
致
し
ま
し
た
。
具
体
的
な
こ
と
は

こ
れ
か
ら
で
す
が
、
多
様
な
人
々
が
暮
ら
す
ま
ち
札

幌
に
ふ
さ
わ
し
い
条
例
を
で
き
る
だ
け
多
く
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
つ
く
り
た
い
と
考
え
ま
す
。
次
回
の
日

程
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

金 時江（きむ しがん）
　日本軍「慰安婦」問題の解決をめざす北海道の会

座談会「民族的マイノリティの日常と差別」で語る多様な民族的背景を
もつ若者たち（2017 年 2 月 2 日）



ゆうひろば　第 162 号 2017 年  ４月 ゆうひろば　第 162 号 2017 年  ４月

17 16

宮
内	

泰
介
（
み
や
う
ち	

た
い
す
け
）

 　

一
九
六
一
年
生
ま
れ
。
さ
っ
ぽ
ろ
自
由
学
校
「
遊
」
共

同
代
表
。
北
海
道
大
学
教
員
（
環
境
社
会
学
）。
ソ
ロ
モ

ン
諸
島
、
北
海
道
、
宮
城
な
ど
で
、
環
境
、
生
活
の
調
査
中
。

東　龍夫

ボロボロ日記

第９３回

東	

龍
夫
（
ひ
が
し	

た
つ
お
）

　

１
９
５
２
年
生
ま
れ
。
再
生
資
源
回
収
業
。
大
量
消

費
社
会
か
ら
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
を
目
指
し
て
活

動
中
。
札
幌
市
環
境
保
全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
北
海
道
環

境
学
習
ト
レ
ー
ナ
ー
を
務
め
る
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
な
い
世
界

　

２
０
１
６
年
７
月
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
法
律
で
レ
ジ

袋
の
配
布
が
全
面
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
続
い

て
、
２
０
２
０
年
１
月
か
ら
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

の
使
い
捨
て
コ
ッ
プ
や
皿
、
ス
プ
ー
ン
や
ナ
イ
フ
の

使
用
も
、「
生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
の
例
外
を

除
い
て
、
全
面
禁
止
さ
れ
る
法
律
が
世
界
で
初
め
て

制
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
、「
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
使
用
を
減
ら
す
こ
と
で
気
候
変
動
を
防
ぐ
」
と

い
う
も
の
で
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
２
０
１
５
年

１
２
月
に
合
意
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２
１
（
国
連
気
候
変

動
枠
組
条
約
第
２
１
回
会
議
）
で
の
パ
リ
協
定
が
あ

り
ま
す
。
パ
リ
協
定
で
は
、「
２
０
５
０
年
に
は
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
ゼ
ロ
（
！
）
に
す
る
」
と
い

う
取
り
決
め
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
ー
プ
の
海
」
と
い
う

言
葉
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
モ
ア
ら

に
よ
る
同
名
の
本
で
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
世
界
の
海
は
今
、
表
層
か
ら
深
海
ま
で
、
そ

こ
に
流
れ
込
ん
だ
大
量
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に

よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、「
マ
イ

ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
と
い
う
５
㎜
以
下
の
微
細
な

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
広
範
囲
に
海
を
漂
っ
て
い
て
、
そ

れ
は
ま
る
で
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ス
ー
プ
」
の
よ
う

だ
と
言
い
ま
す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
紫
外
線
に
あ
た

る
と
劣
化
し
て
ボ
ロ
ボ
ロ
に
砕
け
ま
す
。
し
か
し
、

い
く
ら
細
か
く
な
っ
て
も
、
分
解
し
て
自
然
に
戻
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
海
岸
で
よ
く
見
か
け
る
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
だ
け
が
、
海
に
流
れ
込
む

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
化
粧

品
や
ボ
デ
ィ
ソ
ー
プ
に
、
古
い
皮
膚
や
汚
れ
を
よ
く

落
と
す
と
い
う
理
由
で
「
ス
ク
ラ
ブ
材
」
と
い
う
も

の
が
添
加
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
っ
て
実
は
細
か

い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
粒
子
な
の
で
す
。
そ
れ
が
下
水

―
排
水
―
川
そ
し
て
海
に
大
量
に
流
れ
込
ん
で
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
洗
濯
を
よ
く
す
る
と
思
う
の
で
す
が
、

ポ
リ
エ
ス
テ
ル
な
ど
の
合
成
繊
維
の
衣
類
か
ら
は
、

微
細
な
繊
維
が
剥
が
れ
落
ち
て
、
そ
れ
ら
も
海
へ
流

れ
込
ん
で
い
る
と
言
い
ま
す
。
綿
な
ど
の
天
然
繊
維

か
ら
も
剥
が
れ
落
ち
る
の
で
す
が
、
こ
ち
ら
は
生
態

系
の
中
で
分
解
さ
れ
る
の
で
大
丈
夫
な
の
で
す
。

　

今
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
わ
た
し
の
家
に
も
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
の
パ
ソ

コ
ン
も
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
出
来
て
い
る
し
、
目
の
前

に
あ
る
毛
布
も
合
成
繊
維
で
あ
る
ア
ク
リ
ル
で
出

来
て
い
ま
す
。
普
通
の
生
活
を
し
て
い
れ
ば
、
ご
み

箱
に
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
容
器
や
包
装
が
溢
れ
ま

す
。「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
な
い
世
界
」
と
は
、
ど
ん

な
世
界
な
の
で
し
ょ
う
か
？ 

先
ほ
ど
の
フ
ラ
ン
ス
の

話
に
、「
生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
と
い
う
話
が

出
て
来
ま
し
た
が
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
由
来
の
そ
れ
も

今
と
同
じ
に
大
量
に
使
う
よ
う
に
な
れ
ば
、
い
ろ
い

ろ
問
題
が
あ
り
そ
う
で
す
。

　

ひ
と
つ
だ
け
言
え
る
の
は
、「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

な
い
世
界
は
、
大
量
生
産
・
大
量
消
費
に
よ
る
使
い

捨
て
社
会
で
な
く
な
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う

な
れ
ば
、
お
金
を
稼
ぐ
の
に
忙
し
く
、
モ
ノ
を
消
費

す
る
の
に
忙
し
い
今
の
暮
ら
し
か
ら
抜
け
出
す
こ
と

が
出
来
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

 

第
六
九
回　

合
意
形
成
と
は

『
歩
く
、
見
る
、
聞
く	

人
び
と
の
自
然
再
生
』
を

書
い
た
わ
け

　

本
を
出
し
た
ば
か
り
な
の
で
、
宣
伝
も
兼
ね
て
そ

の
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
。
本
の
名
前
は
『
歩
く
、

見
る
、
聞
く　

人
び
と
の
自
然
再
生
』。
岩
波
新
書

か
ら
出
し
た
。

　

僕
の
学
問
的
な
「
専
門
」
は
、
環
境
社

会
学
と
い
う
も
の
で
、
環
境
に
つ
い
て
、

あ
る
い
は
環
境
問
題
に
つ
い
て
、
社
会
的

な
側
面
か
ら
考
え
る
、
と
く
に
そ
こ
に
生

活
し
て
い
る
人
び
と
の
視
点
か
ら
考
え
る
、

と
い
う
も
の
だ
。
そ
う
し
た
視
点
は
と
て

も
大
事
だ
と
考
え
て
い
る
の
だ
が
、
世
の

中
で
「
環
境
社
会
学
」
の
存
在
を
知
っ
て

い
る
人
は
少
な
い
。
知
っ
て
ほ
し
い
、
と
い

う
思
い
か
ら
こ
の
本
を
書
い
た
。

　

二
〇
年
前
に
札
幌
に
来
た
こ
ろ
（
あ
あ
、

も
う
二
〇
年
に
な
る
ん
だ
な
あ
）、
北
海
道

の
こ
と
が
知
り
た
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も

あ
る
し
、
少
し
は
教
育
に
燃
え
て
い
た
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
学
生
た
ち
と
一
緒
に

北
海
道
の
環
境
保
全
活
動
に
つ
い
て
調
査

を
始
め
た
。
自
分
で
も
さ
っ
ぽ
ろ
自
由
学

校
「
遊
」
か
ら
派
生
し
た
「
と
き
わ
里
山

倶
楽
部
」
と
い
う
南
区
で
の
里
山
保
全
活

動
に
参
加
し
た
。

　

い
ろ
い
ろ
見
聞
き
し
て
い
る
と
、
環
境
保
全
活
動

の
内
部
で
い
ろ
い
ろ
な
対
立
と
い
う
か
コ
ン
フ
リ
ク

ト
が
あ
る
こ
と
が
見
え
て
き
た
。
対
立
は
悲
し
い
こ

と
だ
が
、
人
間
だ
か
ら
し
か
た
な
い
こ
と
も
あ
る
。

そ
れ
に
対
立
か
ら
見
え
て
く
る
こ
と
も
多
い
の
だ
。

　

コ
ン
フ
リ
ク
ト
の
原
因
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
そ

の
一
つ
は
、
自
然
を
ど
う
見
る
か
、
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。
人
間
の
手
の
つ
か
な
い
自
然
と
い
う

も
の
を
理
想
と
考
え
る
か
ど
う
か
。

　

当
時
南
太
平
洋
の
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
で
熱

帯
林
の
村
の
調
査
も
し
て
い
た
か
ら
、
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
と
い
う
現
場
と
北
海
道
と
い

う
現
場
と
を
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
、自
然
っ

て
何
だ
ろ
う
、
人
と
自
然
の
関
係
は
ど
う

い
う
も
の
が
望
ま
し
い
の
だ
ろ
う
か
、
あ

る
い
は
そ
の
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
ど
う
い
う

社
会
の
し
く
み
が
望
ま
し
い
の
か
、と
い
っ

た
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
ん
な
こ
と
を
、
同
様
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
行
っ
て
い
る
研
究
仲
間
た
ち
と

も
一
緒
に
考
え
、
そ
う
や
っ
て
二
〇
年
く

ら
い
た
っ
て
、
よ
う
や
く
、
い
く
ら
か
自

信
を
も
っ
て
言
え
る
こ
と
を
コ
ン
パ
ク
ト

に
ま
と
め
た
の
が
、
こ
の
『
人
び
と
の
自

然
再
生
』
だ
。

　

こ
の
本
で
は
、
問
題
の
「
解
き
方
」
と

し
て
、
僕
は
「
合
意
形
成
」
を
軸
に
置
く

こ
と
に
し
た
。
と
い
う
か
、「
合
意
形
成
」

を
軸
に
置
く
し
か
な
か
っ
た
。
自
然
が
ど
う
あ
る
べ

き
か
は
簡
単
に
答
え
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
だ
か

ら
い
ろ
い
ろ
な
歴
史
的
背
景
、
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観

の
人
た
ち
が
ど
う
合
意
し
て
い
く
か
、
が
鍵
と
な
る
。

し
か
し
、「
合
意
形
成
」
は
、
た
だ
集
ま
っ
て
話
し

合
っ
て「
合
意
」す
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

そ
こ
が
難
し
い
と
こ
ろ
だ
。
そ
の
こ
と
も
多
く
の
現

場
か
ら
学
ん
だ
。
そ
も
そ
も「
合
意
」っ
て
何
な
の
か
、

「
合
意
形
成
」
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
を
わ
り
あ

い
徹
底
的
に
考
え
た
。そ
の
結
果
を
こ
の
本
で
は
、「
合

意
形
成
と
は
、
納
得
や
信
頼
を
軸
と
し
た
多
面
的
な

プ
ロ
セ
ス
の
束
で
あ
る
」
と
表
現
し
、
そ
し
て
そ
の

柱
に「
聞
く
」と
い
う
行
為
を
置
く
こ
と
を
提
唱
し
た
。

「
聞
く
こ
と
自
体
が
共
同
認
識
の
構
築
で
あ
り
、
新
し

い
物
語
の
創
造
で
あ
り
、
そ
し
て
合
意
形
成
の
プ
ロ

セ
ス
で
あ
る
」
と
僕
は
書
い
た
。

　

新
書
と
い
う
形
に
し
て
、
多
く
の
方
に
読
ん
で
も

ら
い
、
こ
う
し
た
こ
と
に
つ
い
て
議
論
し
た
い
と
考

え
た
。
こ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
考
え
る
こ
と

で
も
あ
る
か
ら
だ
。
と
い
う
わ
け
で
、ぜ
ひ
ご
一
読
を
。

◆
宮
内
泰
介
『
歩
く
、
見
る
、
聞
く　

人
び
と
の
自

然
再
生
』（
岩
波
新
書
）
岩
波
書
店
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事
務
局
だ
よ
り

　森友学園問題から「忖度（そんたく）」という言葉が、巷をにぎわせている。「忖度」の意味は、「他人の気持ちを

推し量ること。推察。」とあるが、それが権力者（オカミ）の意向を推し量ってしまうところに大きな問題がある。「遊」

の活動をしている中でも、残念なことにこうした「忖度」にぶつかる場面が、最近増えてしまってきている。力な

きもの、弱きものの気持ちを推し量るのが市民活動のスタンス。反面教師としたい。（こ）

編集後記

　

世
界
最
短
の
定
型
詩
と
言
わ
れ
る
俳
句
。
五
・
七
・
五
で
作
ら
れ
る
世
界
。

　

日
常
、
見
た
り
聞
い
た
り
感
じ
た
こ
と
を
、
忙
し
い
日
々
に
忘
れ
て
し

ま
う
そ
の
一
瞬
を
、
十
七
文
字
に
込
め
て
み
ま
し
た
。

第 12回

枕
木
の
埋
も
れ
ゆ
く
果
て
の
春
夕
日

　

海
に
沈
む
夕
日
を
撮
り
た
く
て
、
車
を
停

め
た
。
夕
日
に
近
づ
こ
う
と
海
に
向
か
っ
て

歩
い
て
い
く
と
、
ふ
と
目
に
入
っ
た
の
は
線

路
。
緩
や
か
な
カ
ー
ブ
を
描
い
て
ず
っ
と
先

へ
伸
び
る
線
路
。
で
も
振
り
返
る
と
、
も
う

一
方
は
、
土
に
埋
ま
っ
て
い
た
。
い
つ
だ
っ

た
か
の
大
雨
で
土
砂
に
埋
ま
り
、
そ
の
ま
ま

使
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。
こ
の
小
さ
な
海

の
町
も
、
か
つ
て
は
線
路
は
人
々
の
足
だ
っ
た
は
ず
。
町
に
出
て

い
く
人
、
故
郷
に
帰
っ
て
く
る
人
。
多
く
の
人
を
乗
せ
動
い
て
い

た
線
路
も
、
時
代
と
伴
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
今
は
使
わ
れ
な
く

な
っ
た
線
路
。
も
う
使
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
の
だ
ろ
う
か
、
と
考

え
る
と
切
な
く
な
る
け
れ
ど
、
海
に
沈
む
夕
日
と
線
路
が
作
り
出

す
景
色
は
、
と
て
も
美
し
く
静
か
な
春
の
風
景
だ
っ
た
。

春
雨
や
季
節
を
告
げ
る
傘
の
音

　

し
と
し
と
と
降
る
雨
に
傘
を
出
し
た
。
冬
の
間
は
出
す
こ
と
の
な
か
っ
た
傘

を
久
し
ぶ
り
に
差
し
て
歩
く
。
傘
か
ら
聞
こ
え
る
雨
音
は
、
季
節
が
変
わ
っ
た

こ
と
を
告
げ
て
い
た
。
も
う
春
。
雪
は
好
き
だ
け
ど
、
雨
は
好
き
じ
ゃ
な
い
。

暖
か
な
春
も
好
き
だ
け
ど
、
雨
が
降
る
ご
と
に
雪
が
溶
け
て
い
く
の
が
も
っ
た

い
な
く
思
っ
て
し
ま
う
。
で
も
、
も
う
す
っ
か
り
季
節
は
春
に
向
か
っ
て
い
る
。

傘
を
差
し
て
歩
い
た
こ
の
春
の
雨
の
日
に
、
新
し
い
季
節
の
始
ま
り
に
気
づ
い

て
い
た
。

　

お
手
元
に
届
い
て
い
る
新
年
度
の
講
座
案
内
で
ご
承
知

の
よ
う
に
、「
遊
」
は
五
階
に
移
動
し
ま
し
た
。
大
家
さ

ん
の
都
合
と
い
う
こ
と
で
、
転
居
に
係
る
作
業
も
費
用
も

一
切
の
負
担
な
し
で
、
三
月
末
、
半
日
ほ
ど
で
あ
っ
と
い

う
間
に
終
わ
り
ま
し
た
。
幾
ら
な
ん
で
も
全
く
手
を
つ
け

な
い
わ
け
に
も
い
く
ま
い
と
、
見
積
も
り
に
来
た
業
者
が

届
け
て
く
れ
た
段
ボ
ー
ル
箱
に
書
棚
の
文
書
や
書
籍
を
詰

め
る
作
業
こ
そ
し
た
も
の
の
、
本
当
に
こ
ん
な
こ
と
で
い

い
の
だ
ろ
う
か
と
気
が
か
り
な
有
様
の
ま
ま
当
日
を
む
か

え
た
次
第
。
い
つ
も
の
事
務
所
の
様
子
を
書
棚
だ
け
ス
ケ

ス
ケ
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
想
像
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

中
ら
ず
と
い
え
ど
も
遠
か
ら
ず
と
い
う
と
こ
ろ
。

　

数
人
の
働
き
手
の
作
業
は
、
南
側
の
荷
運
び
用
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
や
六
階
と
五
階
の
廊
下
に
養
生
の
シ
ー
ト
を
張

る
事
と
、
事
務
所
の
中
の
様
々
な
物
品
に
ペ
タ
ペ
タ
付
箋

を
付
け
る
の
と
が
同
時
進
行
。
付
箋
に
書
き
つ
け
ら
れ
た

数
字
や
文
字
は
移
動
の
後
、
元
の
棚
な
ど
に
収
納
す
る
目

印
。
事
務
所
の
形
や
広
さ
は
殆
ど
変
わ
ら
な
い
の
で
言
わ

ば「
平
行
移
動
」。
机
の
上
の
物
品
ま
で
も
が「
原
状
回
復
」

と
い
っ
た
ふ
う
。
だ
か
ら
「
引
っ
越
し
た
の
で
片
付
き
ま

し
た
」
と
は
な
ら
ず
こ
れ
ま
で
通
り
の
事
務
所
。
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ま
で
と
違
い
扉
に
ガ
ラ
ス

が
な
い
の
で
気
配
が
う
か
が
え
ず
開
け
る
の
に
少
々
億
劫

か
な
…
。（
黒
田
秀
之
）

2017 年度前期講座
続々開講します！

　すでにいくつかの講座は 4 月より開講
していますが、5 月連休明けから 2017 年
度前期の講座が本格スタートします。申込
は随時受付中です。同封のチラシやカレン
ダー等をご確認のうえ、ぜひ講座にご参加
ください。ウェブサイトからも申込できま
す。

http://sapporoyu.org/

冊子『ＳＤＧｓ北海道の
地域目標をつくろう』刊行

　2015 年度より「遊」ではＳＤＧｓ（国連・
持続可能な開発目標）を地域で活かしてい
くための取り組みを行っています。このた
び、2016 年に一年間実施したＳＤＧｓ北海
道の地域目標づくりの成果をまとめた小冊
子『ＳＤＧｓ北海道の地域目標をつくろう』
を作成しました。今回、「ゆうひろば」と共
に同封いたしましたので、ご一読ください。

柚原 誓子
  （ゆはら せいこ）
　平日は会社員。休日は心
惹かれるままに、趣味のス
キー、温泉、旅行を楽しん
でいます。数年前から始め
た俳句。あらためて日本語
の美しさに触れています。
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さっぽろ自由学校「遊」　からのお知らせ

「チャルカ～未来を紡ぐ糸車～」「太陽の蓋」上映会

●日　時　2017 年 5 月 13 日（土）
　  10:30 ～／ 14:40 ～／ 18:50 ～　「チャルカ」
  12:15 ～／ 16:25 ～　「太陽の蓋」
●会　場　札幌プラザ２・５（狸小路 5 丁目）
●チケット　前売　1 作 1,000 円  ２作 1,700 円／当日　1 作 1,200 円  2 作 2,000 円
●前売取扱　大丸プレイガイド、道新プレイガイド、さっぽろ自由学校「遊」、らる畑、
 　　 これからや、みんたる、あすらん、北海道キリスト教書店

主催／ SHUt 泊、脱原発をめざす女たちの会・北海道、生活
クラブ生活協同組合、北海道のエネルギーの未来を考える
10,000 人の会、さっぽろ自由学校「遊」

＜特別企画＞
エノ・シュミットさんと語る ベーシックインカム

　昨年、世界で初めてスイスでベーシックインカムの国民投票を実現したエノ・シュミット
さんを札幌にお迎えします。エノ・シュミットさんと未来社会のイメージを共有しましょう。

●日　時　2017 年 5 月１日（月）　18:30 ～
●会　場　札幌エルプラザ ２Ｆ環境研修室
　　　　　（北区北８西３）
●参加費　1,000 円


